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昨
秋
公

刊

以

來

、
本
講

座

は

、
步

ー
步
確
乎
た
る
蹓
進

?:
'

績

け

つ

、
、
締
切 

後
い
ま
尙
殺
到
す
る.

中

込

者

の

爲

に

、
玆
に
再
募
集
の

運

び

に

至6
ま

し

た

。 

之

を

馨

ぬ
_

員

中
>

_

:

の
.

方
々
に
：ば
最
近
の
據
達
せ
る^

^

學
に
接
し
：

^

て
 ̂

ふ̂

1̂

度
< ;

、
；：又

新

進

の

塾

員

截

君

は

之

に

侬0;
'1
:

在
學
當
時
未
：選
擇
：の^

^

 

つ
き
艘
習
、
以
て
戰
時
體

制

下

に

於

け

る

商

戰

の

新
^

^

る
武
器
た
ら
し
め
：て 

,

、

頂
き

度

く

、
页

亿

本

講

座

を

精

神
的
の
三
色
旗
と
し
で
聢
と
胸
に
抱
き
、
再
び
じ 

懐
し
き
三
田
の
學
窓? :

相
共
に
傯
ん
で
頂
く
素
因
と
も
な
る
こ
と
が
出

.

來

ま

す

，
 

*

ら

ば

、
弊

社

の

本

懷

之

に

過

ぎ

る

も

の

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

講

座

は

，
現
在
開
講
中
の.

三
土
ハ
科
目

'

^

.

筆
に
係
る
新
鮮
潑
刺
た：

る
も
の
。

' 

三
f

每

に

：

|

回

、
：實
際
問
題
を
捉
へV

た
名̂

 ̂

特
.

別
講
座
あ
6
。
俊

敏

に

經

濟

、
政

治

上

の

時

事

問

題？:
,
論

評

せ

名

雜

誌

.

「

禪 

.

代
の
經
濟

」

は
侮
添
附
。

-

ム
を
我
義
塾
：の
學
問*

叻
と
じ
'て
何
人
に
示
す
と
， 

V

 

.

も
必
ず
や

V

塾

員
#

齊

が

誇
t

#

る
，
完
備
せ
る
大
學
即
版
で
あ
る
こ
と
を
敢 

.

.て

.

確
信
す
る
も

.

の
で
ご

.

ざ
い
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1
す
:°
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,

-
.
.
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.
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.
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-
-
I
.
.

^

霞

棄

浦

^

が
_

©

襲

辨

の

：湛

餘

笔

；あ
る
!£
'と
は
、
ぺ
決
定
的
事
實
で
：あ

靠

台

淸

扃

露
0

#

爱

那

に

.い
た
る
ま
で
、.
わ
が
政
治
外
交
：の
中
心
點
は
、
實
に
こ.の
政
策
に
；̂
け
ら
れ
衣
^
い
つ
て
ょ
い
巧
虹
が
酹
办
生
命 

線
.が
、.；こ
れ
记#
ず
.る
こ
と
は、
‘第
一
に
大
陸
が
わ
が
國
存
立
.'の
稂
本
要
件
^

る
.國
防
の
根
攄
地
で
あ
り
.、
.•第

1

一
に
大
陸
：に
お
け
.る
經 

濟
的
.资

源
-<
?
:
.そ
；の
經
.濟
的
開
發
が
，
わ
が
國
民
の
資
金‘と
拔
術
と
に
任
权
名
名
べ
き
、
民
族
的
钜
存
の
根
據
を
形
成
す
る
か
ら
で
あ
技
、 

第
三
甿
は
:-
'

以
土
ニ
つ
の
他
件
に
ょ
つ
，て
、
わ
が
阈
は
、

：

■こ
の
地
‘を
他
國
の
侵
略
か
ら
防
銜
す.る
た
め
に•、！！：

淸
5

露
の
雨
戰
役
の
犧 

_
新
：以
前
校
ぉ
け
る
領
土
獷
脹
諭
 

.
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新
以
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に
お
け
る
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土
擗
購
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二
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(

f
.一，八)

'

牲

を

拂

つ

|

ら

で

あ

る

。

名

生

命

線

的

根

據

地

に

お

け

名

わ

％

權

益

Q

鐘

は

',
民

族

生

存

上

q

霧

で

H

も

S

利

で

. 

あ

る

"

こ

れ

に

對

す

る

.
馨

蔑

視

の

行

動

は

、

一：
日

も

許

さ

る

べ

き

.で

は

な

い

o

滿

洲

事

變

及

び

今

次

の

支

那

霧

の

直

接

の

原

因

は

、 

わ

が

大

陸

政

策

に

徵

す

る

支

那

側

I

f

f

侮

R

•
抗

日

政

策

S

て

の

反

對

運

動

象

す

る

。

衾

の

.
事

變

に

‘お

い

て

、
擧

國

一
 

致

、
事

變

■の

有

効

な

る

効

银

Q

た

め

に

、
窗

f

擧

げ

て

活

動

し

て

ゐ

る

の

は

、

わ

が

國

只

の

盡

忠

報

國

Q

精

神

に

よ

金

；

S

は

ね

ば

 

な

I

。

わ

が

國

民
Q

愛

國

心

は

、
根

深

.い

も

の

が

あ

る

。

而

し

て

へ

セ

の

奮

心

は

.
f

べ

き

精

神

で

|

ぃ

か

ら

、
そ

れ

を

理

論

づ

咬

 

■

を

大

&

灌

の

”

ま

 

支

那

に

お

け

る

抗

日

侮

日

運

切

'

■

は

、

單

i

介

石

敗

權

の

地

方

政

權

化

に

よ

つ

.
S

み

終

焉

す

f

Q

で

は

な

い

。

S

石

を

慕

と

す

る

國

崖

南

京

政

府

が

出

瑰

 

.

し

て

か

ら

，、

舰

に

十

年

、

そ

の

間

に

涵

養

せ

ら

れ

た

抗

日

議

が

、

一

朝

に

消

滅

す

べ

き

は

：

；*
れ

く

霧

望

で

は

あ

る

が

ハ

極

め

て

 

困

難

を

件

ふ

こ

と

で

あ

ら

ぅ

。

例

へ

、

事

變

が

幾

何

も

な

く

終

焉

す

る

に

せ

よ

、

こ

の

意

識

の

更

改

に

は

、

長

期

戰

の

覺

悟

^

^

ず

る
 

で

あ

ら

ぅ

。

わ

れ

ぐ

は

、

か

急

際

尝

5

て

、

大

I

f

意

着

間

明

す

る

こ

と

は

、
，
內

外

S

し

て

必

要

窆

會

思

S

 

る

。

筆

者

Q

f

は

、

•
そ

Q
.

任

に

あ

t

Q

で

は

な

い

が

、

少

し

く

明

治

裏

興

味

を

持

ち

、

多

少

Q
.

硏

究

し

つ

X

I

も

の
 

と

し

て

•

•
わ

が

大

睦

政

策

の

發

生

•
震

の

跡

を

迎

り

、
そ

の

史

的

發

展

過

程

に

お

い

て

、

そ

の

意

f

明

か

に

す

る

こ

と

を

得

た

I

 

ば

、

獨

り

筆

奢

の

學

的

興

味

を

蹵

せ

し

め

る

の

み

で

な

く

、

何

等

か

の

讓

的

意

義

を

持

ち

得

る

？

は

な

い

か

と

考

へ

る

o

し

か

，

し

、

い

ま

箪

者

の

.
課

週

と

す

る

と

こ

ろ

は

、

極

め

て

大

で

あ

り

、

羅

で

あ

る

。
一

篇

の

論

稿

を

も

？

、

こ

の

業

を

成

就

し

得

ま

 

こ

と

”は

明

胺

で

ぁ

る

。

‘ 

- 

.

0

は

、

：こ

の

.重

要

な

問

題

を

取

扱

は

ん

と

す

る

に

際

ム

て

、

匕

：れ

を

.軍

に

軍

事

的

，

•

外

交

的

觀

點

か

ら

b

み

、

着

る

も

'
の

で

：は

な

 

い

.
。

.
、
.

か

ぐ

の

如

き

.
硏

究

.も

r

つ

の

重

k

性

を

帶

ぶ

.る

ど

'

i
t
r

素

よ

‘
I

承

認

す

.る

が

>

.

:?
:

:
の

、問

題

杜

、

わ

が

國

诌

體

.の

：發

展

の

關

係

に

 

お

：い

'て

理

解

せ

.ら

れ

ね

ば

な

ら

ず

、，更

ぢ

に

世

猓

の

政

.治

經

濟

瑰

’象

，の

發

展

.と

'

«

.
に

理

解

せ

：ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

0

.
そ

の

い

ふ

意

味

は

、 

大

陸

政

策

が

パ

わ

が

國

の

問

題

と

し

て

、

V

も

重

要

な

る

は

い

.ふ

ま

で

.
％

な

い

。

：

:1
.

か

し

同

時

に

.、

こ

れ

は

.現

冼

に

至

セ

拎

み

ま

で

，
 

ィ

/
キ

リ

K
.

の

間

題

で

も

あ

り

、

.
a

シ

ナ

の

問

題

で

も

あ

认

、

'

プ

メ

认

ヵ

合

衆

國

の

問

題

で

も

あ

る

'<
>

.
と

同

時

：£

そ

れ

は

地

理

的

地

域

並

 

に

國

家

と

し

で

.
の

支

那

の

.
問

題

.で

あ

る

o

.
現

*

•
の

關

係

に

つ

い

て

‘
.い

ペ

ー

ば

、

■

ィ

ギ

リ

ス

に

對

し

て

、

そ

れ

は

貿

易

と

投

資

の

領

域

と

し

 

て

重

要

性

を

持

，ち

、

ァ

メ

 

”

办

合

衆

國

は

將

來

の

商

品

>

,
資

本

士

’の

7|
/

場

と

し

て

、

そ

.
の

，優

越

權

を

確

保

し

た

、

5

:
で

あ

ら

ぅ

。

ソ

聯

に
 

つ

.い

て

い

へ

1.
は

、

第

七

闼

コ

ム

、

《

ソ

テ

ル

ン

，大

會

で

.決

定

七

た

や

ぅ

に

、

赤

化

の

衡

象

を

ド

ィ

ッ

#,
ホ

ー

ラ

ジ

ド

*

ィ

タ

リ

|'
'

旧

本

と

. 

觉

め

、

對

ロ

關

係

に

お

い

て

支

.那

赤

化

を

ノ

最

も

重

要

政

策

4

ん

て

.
ゐ

る

こ

と

は

、

今

次

.事

變

以

前

か

ら

-

支

那

國

民

政

府

が

聯

3

容
 

共

政

策

‘に

よ

，る

_

民

黧

と

共

產

黨

と

，の

合

作

を

.策

し

、
；

.そ

の

指

導

下

に

•：抗

日

民

族

戰

線

を

形

減

し

‘
、

凌

た

現

に

し

つ

、

^

る

事

實

に

よ

 

つ

て

.明

か

'で

あ

る

6

と
•れ
ら
：の
諝
關
係
か
ら
現
饬
の
支
那
問
題
、
'從
つ
て
.ま
た
ゎ
が
大
陸
政
策
の.問
題
は
、
：；世
琚
の
問
題
で
あ
る0:-こ
れ
を
佥
世
恥
的
視 

野
に
お
^

て
.觀
察
す
る
こ
七
に
ス
つ
て
の
み
、
正
當
に
理
.解
し
得
る
の
で
あ
そ.
硯
に
あ
が
將
士
が
货
那
の
原
野
，に.本

い

セ

逾

_

じ

づ 

\
あ
る
支
那
事
變
も'
單
に
そ
の
相
手
と
す
べ
き
は
、-支
那
兵
の
み
で
は
な
ぃ.0
.わ
れ
く
の
直
狻
の
湘
手
は
亥
那
其
で
あ
る
が
マ
事 

變
そ
の
も
の
は
、
”
の
世
坭
戰
爭
的
意
義
を
持
つ
て
ゐ
る
。
.國
民
政
府
を
輿
論
的
に
、
ま
た
實
質
的
に
支
撳
し
ウ
く
あ
る
戈
の
に
、
支 

#
新
双
前:^
お
け
石
颡
土
擄
張
論

 

，
 

ミ

C

四i

九)



維
新
以
前
に
お
け
る
領
土
櫥
張
諭 

四

：

(

职
§

)

'

那
の
滞
化
を
目
指
す
ソ
聯
が
あ
.る
？
.
浙
江
財
閥
と
密
接
な
關
係
を
有
す
る
ィ
ギ
リ
ス
が
あ
り
、
' 

ア
メ
リ
叻
合
衆
國
が
あ
る
。
’
こ
れ
ら
の
. 

關
係
を
考
察
す
る
と
き
い
わ
れ
<

號
支
那
事
變
の
佌
界
戰
郇
的
意
_

を
理
解
し
得
る
と
同
時
に
、
こ
の
第
變
は
、
佌
界
戰
爭
へ
の
發 

展
の
可
能
性
を
も
-'
>

そ
.の
內
に
藏
し
て
ゐ
る
こ
と
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
0

而
；し
て
、
か
'

る
，點
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
 

こ
れ
む
他
界
史
.
の'
視
姆
に
お
い
，て
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
下
は
、
か
X

る
，企
圖
の
最
初
.の
部
分
：に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
0

.

. 

t

.

' 

, 

.

. 

U 

;

.

ノ

現
代
の
火
®

政
策
と
の
關
係
に
お
い
て
、
、わ
れ
く
は
神
功
皇
后
の
三
韓
| £

伐
や
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
征
«

に
ま
_で
«

る
ぬ
»

は.な 

U

で
あ
ら
ぅ
d

前
漭
は
*

わ
が
古
代
史
に
厨
し
フ
後
者
は
近
世
初
期
の
こ
と
に
風
す
る
。
而
し
て
舜
吉
の
朝
鮮
征
伐
と
、
わ
が
火
陣
政
：：
 

策
.の
胎
坐
期
と
も
い
ふ
べ
き
鄹
漱
明
治
初
牢
と
の
間
に
は
、
約
三
百
年
の
歳
月
が
經
過
し
、
そ
の
間1

1

百
六
七
十
年
に
瓦
り
て
、
-わ
が 

國
は
鎖
國
政
策
に
ょ
つ
て
.

長
崎
に
.ょ
つ
て
の
み
、
和
蘭
•

支
那
と
交
通
交
易
し
、
朝
鮮
に
對
し
て
は
對
馬
の
宗
氏
'̂
'

じ
：

V

當
た
、b'
し 

め
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
間
.に
深
い
關
係
が
設
定
せ
‘ら
れ
て
ゐ
た
譯
で
は
な
い
o

.
ま
た
豐
fs

琚
吉
の
朝
鮮
征
伐
以
來
、
外
敎
の
渡
來
と
ギ 

I

.

わ
が
國
は
そ
の
對
外
政
策
に
お
：

S

て
、
極
•め
て
消
極
的
態
度
を
採
つ
’た
の
で
.あ
つ
て
、
H

韓
征
伐
は
勿
論
の
こ
士
、
朝
鮮
征
伐 

の
結
艰
を
も
生
か
す
能
は
な
か
つ
た
時
代
で
，あ
.る
o

:
か
く
の
如
く
、
わ
が
歷
臾
上
に
お
け
る
前
後
ニ
囘
に
涉
.る
朝
鮮
.と
0
.
戰
翁
は
、へ
現 

代
史
と
何
の
か
V

は
り
^

な
い
歷
史
的
•事
實
と
しy

記
録
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
るo

 

、

■'
 

■

.

現
代
史
と
の
關
係
に
お
い
て
、
對
外
關
係
が
問
題
た
り
得
る
の
は
、
.わ
が
海
邊
に
和
蘭
•

支
■
那
以
外
の
'
國
に
屬
す
る
；船
舶
が
出
沒
す 

る
.
に
至
.つ
.
た
と
き
で
あ
る
。
“

シ
ナ
の
-
ラ
ッ
'
ク
ス
マ
ン
が
.ゎ
が
漂
^

民
プ
ー
名(
十
七
名
中
十
±:

名
は
«

|

^
、
，":
.

«
は
»*

シ
ア
へ
歸
ft)

を
.

へ
.

送
^

で
'
、:-
:
;掇
«

に
入
^

^

爽
'&
.
:
.に
凾
»

に
來
り
、
和
親
わ
要
求
し
た
の
は
'

寬
政
四
牟(

一
七
九
ご
.年)

Q
:

こ

ど

で

ざ

り

、
，
ィ
：ギ

：
リ

ス

船

’ 

:

が
.長
_

に
人
^

H

狼
藉
に
及
ん
'
だ
<D

，•は
、
文
化
五
华
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。.
こ
れ
，ら
の
.事
件
は
'

わ
紙
»

に

對

し

，
て

一

つ

0

勢
報
の
如 

::

:

の
で
豕
ク
た
。.，と
灯
後
幕
朿
に
扒
た
る
ま
で
の
約
四
五
十
篇
は
ヽ
外
舶
渡
來
遙
商
耍
藝
^

つ

^

幕

府

當

局

於

外

交

上

棋

め
 

.

て
a'

難

な

立.場
に
置
か
れ
た
時
代
•で
あ
る
。 

\
 

」 

'

:;::留

の
：
寬

政

加

ら
1
繁

)

に
祕
尨
る
外
國
船
渡
來
時
期
及
び
.、
嘉

永

六

年

：
に

扣

け

.
る
ア
メ
.リ
ヵ 

マ

應

1
1
1

年
れ
秋
に
至
.
る
ま
で
は
、
わ
が
國
に
お
け
る
.國
家
意
識
が
"

，前

代

に

比

し

て

頓

に

.旺
盛
と
な
つ
て
來
た
時
期
で
あ
石
,0

そ

、
の

原

因 

:

一
と
し
て
考
ふ
べ
ぎ
は
、
こ
れ
ま
で
異
學
の
禁
に
よ
つ
て
、
歐

米
</

?

事
情
，の
傅
へ
ら
れ
石
の
は
、
僅
か
に
オ
ラ
ン
ダ
人
を
通
51
:
て
の
':み

で 

::
■'

あ
つ
て
、
そ
れ
す
ら
，非
锆
に
貧
弱
な
み
狀
態
で
あ
o'
.

た
。.
.し
か
る
に
，
外
船
來
航
Co
.

こ
と
が
瀕V

と
起
る
に
及
ん
で
、
外
國
の
#

物
に 

.

亂
す
る
興
味
を
喚
起
す
る
ど
同
時
に
、‘
外
國
に
關
す
る
知
識
を
欲
求
す
る
程
度
は
#

進
し
來
つ
た
。.
こ
れ
よ
b

先
き
*
吉
宗
の
享
保
五 

t

蘇
府
に
お
い
て
も
、
を
の
■必
要
上
蘭
臀
講
讀
の
禁
を
弛
め
る
に
茧
つ
た
の
で
あ
る
。

a

シ
ア
が
、
わ
が
北
邊
に
野
心
を
藏
す
る
こ 

: 

'
と
が
、
.
オ
ラ
ン
ダ
'風
說
書
に
If
a

-
さ
れ
た
の
は
、
明
和
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
、
に
及
ん
で
，蝦
夷
地
開
發
問
題
は
、
わ
が
朝
野
の
論 

■ 

_

の
.
时
^

^,
-

^

”

-對
外
關
係
.を
諭
ず
る
.
文
献
は
;:
'

日
々
增
加
す
る
に
至
つ
.た
。

'

\

: 

‘

:■
..
 

.

.

;

,

ラ
ッ
グ
.スy

シ
の
巧
.シ
ア
船
に
對
す
る
幕
府
の
政
策
，は
、
合
理
的
故
も
の
が
あ
ク
た
9

幕
府
ば
寬
政
阻
年
十
月
、
目
附
石
川
忠
房
、

* 

西
丸
目
附
村
上
義
禮
を
松
前
に
派
遺
し
、
ラ
ッ
夂
.ス
マ
シ
£

|

書
を
撐
け
，、て
ゐ
る
。
、そ
の
論
書
必

、一，、節に
い
ふ
。

‘

.

4

领
て
敏
信
な
.き
異
國
の
船
？
日
本
の
地
に
，來
る
時
&

、
或
は
召
捕
、
又
拉
海
上
に
て
打
拂
ふ
事
、
い
に
し
へ
よ
り
國
法
に
し
て
、
..
 

耦
新
以
、前
£
.お
、げ
る
‘餌
土
.歎

諱
 

• 

宄

(

四1
N
)



雜

薪

以

前

餾

出

鑛

賬

論
 

六

(

四
5

:
ー)

今
も
其
提
に
た
が
ふ
こ
と̂
し
？
假
令
我
國
よ
り
！
！
流
し•た
各
人
^

：
送
!̂
來
，るど

.； s

ふ
と
も
、
長
崎
の*
の̂

湊

に

し

て

^

*

上

电

•
. 

:

ひ
ご
ど
お
ゆ
る
ざ
ず
。.又
與
國
の
船
漂
流
し
來?>
;
'は
、

乘
て
よ
り
通
信
あ̂
國
の
/も
の
-に
て
；̂:
、
；
長
崎
の
湊
よ
り
、、
紅
毛
^
を
し 

で
.
其
本
國
に
於
く-
®か

含

し

む

。‘
さ

れ

荔

麗

に

さ

ま

た

げ

蒙

は(

猶

专

めW

ち

へ

喜

。
窗

初

ぞ

蠶

な

き

國. 

t

り

漂

流

し

到

、る
.
.
.船
ば
打
く
だ
き
、
入
は
永
ぐ
と
ふ
て
か
へ.す
こ
と
な
しo

し
か
れ
ど
も
、
逾
か
に
我
國
の
人
を
送
り
來
る 

，▲

の
.勞
I

思
^

、
'
. 

§狹
國
の
法
1

ハ
い
ま
だ
辨
ぜ
ざ
る
に
よ
り
て
、
此
度
气
其
儘
；

^

へ•す

警

g

を
さ
る
I

の
吼
v
-重
ね 

.
七

.ば
此
所
に
も
來
る
ま
匕
き
な
り
ぐ
.
：
：
,」

.

.

■

わ
が
外
船
渡
來
れ
禁
の
嚴
然
と
存
す
る
と
と
を
主
張
ず
る
の
で
あ
る
が
、

.
そ
0.
內
.に
7
種
の
妥
協
的
態
度
を
看
取
す•る
’こ
と
が
出
來 

る
。

し
，か

し
3

外
船
心
渡
來
が
、
し
ば
ぐ
で
あ
り
、
息
つ
-文
化
冗
年
に
お
け
る
囊‘の
狼
_

な

矣

ら

、
文
政
八
ハ
ヰ
の
外
船
打
佛
令
と 

H

更
.ら
に
軟
化
し
て
ぅ
天
保
の
薪
水
令
とf

、
.再
轉
し
で
、
.裹
永
：の
和
親‘條
約
め
至
る
O'
で̂

る
。
.こ
れ
&

<?
>
'
:幕
府
の
對
外
政
. 

策
の
變
轍
ば
內
に
滿
足
し
て
、
外
に
備
る.̂
忘
れ
た
る
，

I

蛾
炎
と
、海
外
事
情
の
わ
が
國KC
-
逝
れ
み
も
の
あ̂

が
故
で
あ
、るo

i*
邊
修
次 

房
は
，b

tD
.「

日
本
外
交
始
來
し(

明
治
十
三
年
刊)

に
お
い
て
、

1 德
叫
氏
ノ
世
太
平
ノ
極
度.ニ
達
セ
‘ル
，
頃

ハ

上

下

氣

樂

ラ

日

ヲ

缉

リ 

政
府
ノ
鲞
ハ
ニ
入
.+
、ン
テ
籠
ノ
事
ヲ
憂
フ
ル
者
ナ
ク
、
時

|

一
 

外
船
ノ
來
蓍
ァ
ル
モ
常
一
一
之
レ
ヲ
蔑
視
シ
令
ヲ
布
キ
テ
日
ク

「

異
^r 

某
地『t 

f

ぐ

•
只

薪

水

食

料

ヲ

驾

ン

ガ

爲

左

レ

.♦ハ

 

>
.決
：
K

l
e-
i:
.バ
x-
v

:

>

f有
.志
者
；

テ
海
防
ノ
耍
ヲ
論
，
 

••レX

輙
予
0

ク
、「

當
今
太
平
,
御
.時
節
ニ
謂
1>
,ナ
.キ
事
共
申
觸
ル
、
ハ
管
名
聞
ノ
爲
メ
 

•
.一一
：
之

レ
^

ル
.，へ
ク
ネ
風
至
極
チ
リ

」

ト
ナ
、
• 

之

デ

責

問

シ

良

家

ノ

‘
海

備

n
「

不
屆
茧
極」

ナ
ル
•ヲ
知
ラ
ザV
ダ
‘
■.ハ
亦
笑
ァ
ベ#•
で
ト
.ナ
ラ
ズ
ギ
ビ
ど
秘
し
た‘の
％

-I
i

M
酷
に
ち
t，
る

嫌
•な
5

セ
.は
な
い
が
、
他
亂
そ
ひ
眞
を
備
へ
た
も
の
で
ぁ
ら
ぅ
。
何
と
な
れ
ば
、
大
多
數
の
武
士
は
、
か
く
の
如
き
熊
度
を
採
つ
て
ゐ 

た
こ
と
ば
、.
.疑
ひ
も
紅i

事
實
で
ぁ
る
が
ハ
幕
府
に
聆
け
る
.具
眼
の
士
は
、
ロ
，、グ
，ァ
對
策
と
し
て
蜈
夷
開
發
の
急
務
を
認
識
し
た
も
の
. 

が
あ
つ
た
か
^
•、で
あ
^

? 

f 

/ 

; 

'

; 

^

;

寬
政
か
ら
維
新
に
い
た
る
ま
で
の
わ
が
對
外
政
策
の
動
播
期
に
お
い
て
は

"

對
外
.思
想
も
ま
た
班
龙
し
い
雜
多
な
も
の
が
あ
る
。
へ一 

國
が
他
の
諸
國
'<
?
:接
觸
を
開
始
す
る
初
期
の
時
代
に
お
い
て
は
ノ
先
づ
相
■手
國
が
自
國
を
侵
略
す
る
の
意
圖
を
有
す
^
に
あ
ら
ず
や
と 

す
る
凝
問
於
提
起
せ
お
れ*
か
‘，\
る
前
提
に
お
1/
.
>
,て
、
自

國

，の

防

備

を

貌

.に
す
べ
き
を
生
漲
す
名
國
防
思
想
が1實
際
問
題
と
し
て'起
.'る
.:
:
0 

夂
.に
か
、
る
國
防
上
の
問
題'<
!
:
-關
聯
し
て
、
相
手
國
を
蔑
視
す
名
敵
愾
心
か
ら
、
他
國
ぞ
下
等
視
龙
を
思
想
が
起
る
^
支
那
に
お
け
る

中
華
思
紅
"
わ
が
國
の
と
•の
時
代
に
.お
け
る
神
國
思
賴
の
如
き
も
の
；で

.あ
る
。
こ
れ
らg

自
國
を
最
優
等
の
國
と.主

.
張

ず

右

思

想

^
^
往

. 

' 

-

.

.

.

.ン...

.

. 

-

.

.

.

.
 一
.

-

.*

.

.

. 

• 

- 

. 

.

.

.

.

•

•

.

‘

 

.1

.

.
■
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

々
に
し
て
1

對
外
認
識
の
極
め
て
缺
乏
し
つ
、
あ
る
場
合
、
而
し
て
、
敵
愾
心
0
旺
盛
な
る
時
代
に
發
座
す
る
の
で
あ.る
0

と
の
思
想 

■は
、
對
外
關
係
に
お
い
て
、
常
に
自
國
ひ
み
を
考
慮
に
入
れ
つ
、
あ
る
場
合
'に
起
る
も
の
で
あ
つ

•て
、
對
外
思
想
，と
し
て
は
、
最
も
初

•

•:
•

. 

. 

. 

. . 

.

.

'

^ダ.1...
.
•
■
.
.
.
.
.
.

 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

. 

. 

. 
.
.
. 

•

.

.

.

.

.

.

.

期
的
形
態
の
も
の.で
あ
名
。；
第
二
は
マ
對
外
接
觸
の
初
期.か
ら
起
る
對
外
觀
で
あ
る
が
、
極
力
相
手
國
の
國
情
を
知
ら
ぅ
と
す
る
傾
尚 

で
あ
'る
。'
笫
1

の
思
想
が
全
然
自
國
の
認
識
を‘

一

步
も
出
で
ず
、
た.
V
.外
國
を
卑
し
む
べ
き
も
の
と
す
る
に
對
し
て
、
第
二
の
思
想
は
.

外
國
が
幾
何
_
0カ
を
有
す
る
や
、
そ
の
平
常
め
狀
態
は
、
.
如
.何
.な
り
や
の
‘問
題
を
提
起
し
、
そ
の
、國
情
を
記
述
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

. 

-

. 

• 

, 

. 

.

.

.

 

.
f 
-
■
- 

. 

- 

-
- 

. 

•

.

.る
。
こ
れ
は
、
大
體
に
お
い
て
、
第
一
の
思
想
の
如
く
外
國
に
敵
意
を
有
せ
涉
、
こ
れ
土
の
接
觸
を
欲
す
る
も
&
で
あ
る
が
ノ
そ
の
接 

雜
新
以
前
に.お
け
.る
領
土
敗
張
論
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七

§
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維
新
以
前
に
お-け

る

镇

齒

張

論
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觸
す
る
相
手
方
が
、
如
何
f

籠

に

豐

か

，を

智

含

す

玄

Q
.

で
f

。
と

の

挈

客

鼈

を

知

ら

ん

と

す

含

は

、孫
子
の

か
は
ゆ
名
敵
を
知
る
は
敵
に
勝
つ
所
以
の
道
と
し
て
r
あ
るa

か
く
の
如
き
對
外
觀
は
、
そ
の
發M
形
態
と
し
て
二
つQg

j

を
特
つ
て

ゐ
る
®
,
 

? 

〕

.

.

-

'

.

.

.

.

.
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.
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.
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.

.

.

.

. 

'
■
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■ 

ノ
.

、

て
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.
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.

.

.

.
v 

■

パ
.

.

.

.

-

;

:

-

-

一
.
.
.

策
一
は
、
相
手
國
の
認
識
吃
よ
つ

：

て
、7

1
力

金

知
.，
こ
れ
篇
調
せ
ん
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
幕
求
に
及
ん
で
、
歐
米
諸 

國

の

狀

蒙
/
;そ
€
鏡

の

間

に

よ

り

：
明

瞭

I

に

及

んS

V

こ

れ

とl;
f

交
へ.
て
、

嚣

す

る

Q
.
.
f

 

S

識

す

る

か

、
.
.
ま
た 

は
相
手
國
た
洛
外
國0
文
化
.が
：’：，自
國
の
そ
れ
と
本
質
的
に
與
り
、
ま
た
は
高
度
に
あ
る
こ
と
を
知
つ

P
,、

先
づ
こ
れ
と
協
®

そ 

の

文

化

の

果

實

を

吸

，集

す

.る
'こ
と
に
よ
.つ
て
、p

國
の
.文
：化
を
慶
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
？

あ
る

o

そ
の
第
二
は
*
自
國
を
. 

最
高
國
と
す
，
I

想
龜
聯
す
る
も
の•
.で
あ
る
。
畠

.議

論

雰

多

ベ

は

、
單
な
る
外
國
棑
斥
論
者
た
る
こ
I

常
と
す
る
が
，
こ.

の
場
合
に
は
、'單
に
自
國
を
最
高
國
と
す
る
の
み
な
ら
ず-
そ
の
.，理*

3

に
よ
つ
て
.、
外
國
を
征
服
せ
ん
と
す
る
克
の
で
あ.るo

處

征
 

服
論
の
如
き
は
、
こ
の.種
に
鳳
す
る
湯
で
t

o

わ
が
大
陸
政
策
の
思
想
的
淵
源
を
迹
る
と
き
は
、
か

v

の
.如
き
思
潮
I

.で
遡
る 

べ
會
で
あ
ら
ぅ。

:

.
 

,

:■
■:

一
.
こ
れ
ら
の1

聯
の
對
外
觀
に
お
い
て
、s

o

^

\

^

0

0

L

^

i

o

 

0
^

 ̂

ひ
は
外
國
を
排
斥
し
、
あ
る
ひ
は
外
國
の
狀
態
^

認
識
し
？
あ
る
ひ
は
外
國
征
服.の
.方
途
を
考
.へ
：る
が
：如
ぐ
で
あ
る0
:
&
れ
ら
の
諸
夂 

(0
態
度
に
：お̂

て

め

れ
^

^
の
認
識
す
る̂

ゼ
^

要
*

る
點
ば
、

〔

'.常
ぬ
外
國
と
自
國̂

を
對
立
^

る
が
0.
ど
1>
で

考
<>
て
ゐ
吝
こ
と 

で
あ
を
':
0

:外
國
わ
風
想̂

對
.象
.ど
.す
.る
場
合
，
そ
の
：基
礎
に
は
ブ#
體
知
1>
で
.の
自
國
の
#

抵
を
意
識
1̂
.て
な
石

»々

外
^
^
の
稀
锻

で
あ
：：つ

た

時

代

ぬ

«

、
-3
_

§

為
备
_

理
的
务
稱
に
過
鲛
故
か
つ

(

た
匕
^ ̂

そ
の
地
方
地
方
が
：^

紙
織
せ
&:
れ

.
#
政

治

的 

單
依
と
1>
ゼ
考
へ
ら
れ
た
。
即
ち
藩
を
中
心
と
し
て
、
殆
ん
ど
す
べ
で
の
事
物

-に
考
察
せ
ら
れ
た
の
で?>
:
つ̂

>)

全

國

家

的

風

^

"

ま 

た
は
全
民
族
的
思
想
は、
I 

.
特
殊
の
場
合
を
除
い
.て
存
在
し
な
か
つ
た
と
い
.ひ
得
る
0
;-
し
か
各
に
、
對

外

歡

：が
起
り
：
_

る
場
合
に
、-;
'
.
-
.
彼 

i

我
と
を
各
々一

単
位
.の
民
族
的
政
治
的
單1

體
と
し
て
弯
へ.
る
の
が
、
哿
通.で
あ
り
、
こ
^
に
自
國
0

1

的
民
族
的
意
識
が
發
生

)
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.
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.
-
.
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こ
.の
對
外
的
國
家
意
識
は
、
單
に
外
_
と
の
接
觸
を
唯
一.
の
條
#

と
す
る
も
の
.で
は
な
い
.0

文
.化
.程
度
の
極
め
て
低
級
の
社
# ：
に
あ 

つ
で
は
-'

對
外
歡
觸
ば
軍
に
、
排
外
心
を
桃
發
す
.る
に
過
ぎ
ず
.、
國
家
的
民
族
的
意
識
に
ま
.で
到
達
し
な
い
こ
と
を
常
と
す
る
。
こ
の
­

場
合
に
は
、 

實
踐
的
に
，は
、
外
國
人
の
殺
傷
の
‘如
き
C

と
.が
起
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
異
種
人
に
對
す
る
僧
惡
か
ら
異
類
意
識
：
 

に
到
達
し
、
そ
の
結
粜
と
し
て
の
直
撥
行
動
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
對
外
接
觸
の
結
果
と
し
て
、
，
一
の
民
族
的
國
家
氣
識
が
■>
:〔

發
生
す 

る
.た
め
に
ば
、〔

そ
の
^

^

•の
地
盤
で
あ
る
坐
活
が
' 

あ
る
程
度
ま
で
、
&.
れ
を
發
坐
せ
し
め
る
ま
で
に
發
展
；1>
.來
：つ
'̂
:
あ
を
^

お
だ
«
 

要
と
す
る
;°

わ
が
德
川
時
代
に
0 .

い
0

へ
ば
、
そ
れ
は
旣
に
集
權
的
甜
建
制
と
し
て
、
封
建
制
本
來
の
务
と
し
て
の
分
權
的
時
代
を

經

過

：德

政

證_

,

».
_

數

あ

：國

錄_

領
> 
み

霸
_

藥
_

江

戶

並

：
に

太

阪

‘を
中
<>

と
ず
る
商
業
资
本
主
義
の
機
»

に
各
地
方
ひ
賤
は
リ
\

ク
し
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
*
而
し
て
、
こ
れ
に
0:
-

つ
，て
の
み
、 

そ
'
の
財
政
經
濟
‘の
運
用
の
脚
滑
が
保
證
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
て
、
民
族
的
統
一
國
家
は
、
各
1

方
€

藩
の
存
在
に
ょ
つ
て
、
形
式
的 

に
：は
、
い
ま
だ
存
在
し
‘
て
ゐ
だ
か
つ
た
に
し
ろ
->

實
質
的
‘
に
ぼ
、
旣
に
そ
01
'

f
を
.
備
-
へ
て
ゐ
た
ひ
f

あ
る
。
’か

く

の

"
如

ぎ

此

會

的

發

展
 

雜
新
以
'前
.
に
お
け
，る
科
土
擴
張
論
. 

■
‘
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九
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陬
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五
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.帳
S

前
，に
杈
げ
.る
領
土
擴
跟
論 

16 :(

S '
H

O

■，の
‘題

に

贫

て

、
わ
，が
國
民
ゅ
外
舶
の
來
航
を
迎
へ
た
< 0
-

で
.あ
つ
.た
0

こ
れ
、&

し
.て
、
國
家
的
民
族
的
意
識.0

發
坐
ず
べ
き
素
地 

吐
充
分
に
形
容
k

れ
て
ゐ
た
の
.で
あ
.る
。
.
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，

.

^

翻
^

^

^

に
：
驗

識

簾

外
®

^

_

_

し
變
的
餘
的
竄
識
が
昂
揚
■

#:
•

他
？

#

1

^

混

亂

の

‘张

を

現

はし
て
ゐ
た
こ
と
で
.あ
.る
。
農
民
*
武
家
•都
會
の
.小
段
の
.困
窮
が
と
れ
で
あ
るo

 

.い
ま
.
一
例

を

本田.'

利

明 

み
寬
政
^

^

.
著
1
西
域
物
語」

か
ら
引
用
し
ょ
ぅ
。
、■

ぐ

'
:

:

:

:

:

.

:

:

,

 

.

‘
-T
1
愛
に
話
あ
P

'
佐
你
'候
>の
領
國
财
!/
1
*

北̂
郡
，の.邊
米
1
-升
代
錢
常
に
.五
六
文
.，な
-̂

を
.商

賈

海

平

得

て.江

，戶
：に

廻

じ

、江
戶
常
値
-̂ 

:

米

r

升
代
錢
凡
亩
女
とI

、
た
と
へ
.ば
元
入
金一 .

萬
雨
を
以
彼
國
に
於
て
賢
米
し
で.、

：
江

芦

ベ

廻

し

、

寶

捌

高

金

±-
ハ

萬

兩

と

な 

:

る

钇
り
* 

.
X是
I

元
人
金
.と
^

し

、
.彼
國
に
.：て
質
來
し

江
戸
へ
廻
し
、
賣
捌
高
金

j

一
 

首
'
.五

十

六
萬
兩
と

な

る

ゲ

年

二
次
折
返
し 

交
易
す
れ
、ば
，.元
余1

萬
闸
の
利
金
二
百
五
十
五.萬
爾
の
•大
利
を
#

る
な

り
:'
此
割
合
を
以
第
用

す
れ
ば
、

•
1
.

ヶ

尔

一
次
-の
交
易
に 

.
て
、
日
本
を
十
六
に.割
、
其
十
五
'は
商
*
^

Q
,

收
納
、
其
'

1

は
武
家
の
收
納
、
叉
，
一
ケ
年
S

一，次
の
■交
暴
に
.て
ゆ
、_
日
本
を
.一
W
•五
十 

六
た
割
、
共
二
百
五
十
五
は
商
家
の
收
納
、
其
一
は
武
家
の
收
納
な
る
こ
と

瞭
然
な
り
、

い
か
に
商
質
の
家
業
な
れ
ばと
て
、

大
造 

'
な
る
國
贼
なり
、

小
释
せ
じ
小
人
ど
も
錢
三
百
文
の
盜
に
ズ
も
、
盜
様
o f

品
に
ょ
1
1
1

な
る
首
を
失
ふ
と
は
>-
.

不
便
と
い
ふ
も
餘 

こ
t

、
如
レ
斯
の
大
盜
賊.に
適
な
が
ら
、
左
程
に.誰
も
憎
ざ
る
は
仕
合
と
も
い
ふ
：
べ
し
、，
因
て
武
家Q

困
窮
は
.至
極
载2
な
り
、
外
見 

.

■に
は
汗
產
中
_

の
®
袖
な
れ
ど
も
り
其
內
實は
，商
象
の
所
領
なり
、
每

年

ぐ

或

は
.
日
本
を
十
六
：.：に
'割
て
其
一

を
武
家
に
興
へ
、

.
r

或
はi

ー
百$

六
に
割
て
其
.一

を
武
家
宏
た
•へ
フ
十
六
よ
り
二
百
五
十
鍾■に
割
.て
い
勝
家
1
办
乾
家
を
菌
©

の
道
趣
故
輪
^

:

&

ぎ
.る
通
用
金
銀
？:
'

國
產
不
和
應
：に
多
く
作o

m
し
<\
跡
先
の
•辦
%•
■
■な
く
、•乎
拂
;̂
な
る
も
構
は
ず
赕
し.切
り
、
取
欺
た
に
其
制
度
な 

け
れ
•ば
し
か
た
な
し•
，
其
內
に
虞
比
與
國
に
靡
取
れ
、
：
行
齋
な
し
に
な
る
岑
ぁ
,̂
:'
日
本
に
淺
り
た
る
は
商
家
に
奪
取
扎
、
永
！

i

の 

長
€

る，武家
は
皆
闲
窮
な
り
、
金
銀
銅
を
盛
に
掘
創
し
ょ
り
も
は
や
三
百
苹
に
及
び
、
國
民
大
骨
折
て
沿
窟
中
の
丹
誠
を
、
淡
く 

脆
ぐ
^0

親
i

布
帛
の
爲
.に
投
じ
、
異
國
に
渡
し
た
ぞ
は3
淺
倉
と
，も
.ロ
惜
と
も
い
ふ
べ
き
樣
も
な
し
、
日
本
に
生
を
禀
た
る
人

「 

誰
か
蜃
を
歎
.か
'̂

ら
ん
や
V
J 
ノ
 

. 

: 

：
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,
‘
< ;

の
妯
き
國
备
肾
の
#

遷
ハ
如
為
會
坐
靡
0

實
質
的
^

第
の
« '

化
が
、
::
:
そ
の
政
治
機
_

の
*

質
を
ん
變
：更
1>
:
'
だ

る

が

如

き

時 

代
に
#

い
T :
v v

わ
：̂

ル
間
題
の
.起
^

^

っ
た
こ
と
.は
、
注
氧
を
要
す
る
。
■何
と
な
れ
ば
、
^ .

ぐ
吖
机
き
敗
氤
的
動
搖
期
“に
^

い
て
：、
 

强
ヵ
，な
.外
卿
勢

九
於
:*

わ
が
海
邊
に
出
沒
ず
る
こ
と
^ .

ょ
つ
て
、
國
民
の
受
く
ベ
き
心
，理
的
影
響
，ゆ
、
，
'«

レ
い
も
の
が
.が
る
如
ら
ザ
ぁ 

る
.0
,政
落
機
撳
の
動
播——

そ
.の
內
容
は
社
會
的
均
衡
(6
-
喪
失
で
：ぁ
る——

ゅ
加
へ
ら
れ
た
外
交
問
題
办
爾
ヵ
.は
:>
; 

わ
於
餘
外
思
想
を
著
し
5
;程
度
ビ
ま
、で
飛
躍
ぜ
レ
め
た
'と
'い
っ
て
夂
い
か
ぁ
ら
.ぅ
0 

•

:

.

-

,

-
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ン

/

露
敝
办
北
邊
.に
出
没
じ
た
當
時
、■:

わ
紙
•於

防

の

こ

と

を

論

じ

‘た

も

の
に
メ林
子

平

が^

-

る
。「

寬

政

年

間

(

.千

七

百

八

ヤ.九
年
ョ
：
リ
八

百
纖
1

養

^

繼

讓

禍

響

議

心

：：ヲ

.悔
懸
ー
：齡
_

1

|

_ー1
_

希
_

^

浜

読」

及
ビ
ゴ
ー
0'

通
徵」

ノ
ニ
書
ヲ
替
シ
テ
'
內
外
ノ
參
ヲ
論
ジ
、攻
{
寸
/

策
ヲ
.議
卞
じ
1

慕
府
命
ジ
'
テ
其
雜
；*
_

_

セ
シ
メ
刻
板-

ヲ
毀 

灰
>

メ
'
リ
、
-
後
チ十

： #

乎

n

、ど
ァ
蝦
夷
地
>

#-
'

T

リ

世

人

始

•メ

 

其

处

見.
一
通
ス.
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〈

漉

邊

修

先

'敷
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本

爪

突

始

，末

)

と

の

林

子

平
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新
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る
餌
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贬
論
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紙
新
此
撕
に.

る
觫
.

H

攒
龊
論
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ニ I’ 
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四
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主
強
す
る
と
こ
み
は
海
阪0-
設
置
1
あ
り
、.
’贩
夷
岛
の
關
發
で
あ
つ
た6
林
子
，平
は
-

口
、
シ
ァ
0
、勃
興
を
次
の
や
ぅ
に
記
し_て
，ゐ
る
0 

「
义
近
頃
、
歐
羅
巴
の
莫
斯
哥
未
瓯
其
勢.ひ
無
双
•に
し
て
、
遠
く_

@
の
北
地
を
侵
掠
し
、
此
と
ろ
は
室
寧
の
地
方
を
略
し
て
、
取 

.
'<?
>

限

り

加

徵

四

歡

杜

加

C

即
ヵ
ム
•、ザ
又力
也
、
般
爽
の
取
北
に
在

)

迄
抑
領
し
た
b

.v
•然
1

に
.加
、校
風
葛
故
加
ょ0.
取
1

は
此
上
、
反 

へ.き
國
な
し
、
此
故
に
又
踩
に
顧
み
て
蠘
夷
國
の
衆
な
る
千
鳥
を
手
に
人
る
べ
き
氣
し

.，あ

.り
と
聞
及
べ
り
、.
"旣
に
肌
和
辛
卯.の
¥
、

.莫
斯
^

未
通
上
り
加
權
賴
霧
杜
加
え
邊
し̂

©

^

パ
ロ
ン
マ
オ
び
ツ
ツ
ア
ラ7:
タ
ル
ハ
：ン.、
ベ
ン
ゴ
ロ
ゥ
と
パ
ふ
者
、
加
模"̂ 

葛
社
加
ょ
，

o

船
を
發
し
て
、CT

本

ぇ

押

渡

ぇ

下

繩

し

て

、.其
深
さ
を
；̂
り
な
が
ら
、
日
本
を
攀
乘
廻
し5

事
あ
り
、
就 

.中
土
佐
•の
國
に
於
て
は
日
本
國
に
祚
合
、
阿1]
*

陀
人
ぇ
.と
1
|し
書
を
遺
經
し
た.る
事
.̂
あ
る
^

、
是
等
の
.事
其
心
极
可
憎
可
恐
是
海. 

•國
な
'る
が
,̂
へ
.に
來
る
間
敷
®'
も
•乘
る
人
の
.機
轉
先
^

に
て
心
易
<-
來
ら
る
、
な
り
、
、察'す
べ
し
、

」
(

.海
國
两
談
序
ノ 

力
、
る
外
船
が
わ
が
海
邊
：ぬ
出
沒
し
、
.わ
が
領
土
2:
-
窺
ふ
が
如
き
有
樣
に
な
る
も
の
も
、
日
本
.が

海

國

だ

か

ら

，
で

.あ

.る
o'
而
し
て
、 

海
»

に
は
海
國
と
し
て'の
防
|

抓
必
要
だ
°.
.

‘
.

.

. 

;

.. 

.

.

"

「

醫

&

雜

.の
_

^

^
日

、：

地

續
の
_

國

無

し.て
：四

方

贫

海
.に

浩

る

规

を

謂

也
> 

一然

る

に.海
國

に

は海
國

掛

當o
i

f響

て
唐
山 

そ

の

內

容

，は

怀

か

。

、

 

一

-
.
:

n
.さ
.て
外
寇
•を
防
ぐ
の
術
は
水
戰
に
あ
り
水
戰
の
要
ば
大
銃
に
あ
り
、
此
ニ
つ
を
能
鼯
度
ず
る
事
、

1
2本
武
備
'の
正
味
に
し
て
斯_
 

韃
观
等
の
山
國
と
軍
政
，の
殊
な
る
所
な
り
、
.
.と
れ
ゎ
知
て
然
し.て
.後
、
陸
堪
の
、事
に
及
ぶ
べ
し
、
、
惜
哉
大
、江
匡
房
-̂
始
め
と
.し
.：て
、
，

楠
正
丧
.
卬

越

ニ

子

；
の

如

き

|«
:
'に
；軍
め
名
人
と
稱
す
る
も.、.
.其
根
元
'、
唐
山
0

^
書
を
宗
士
し
て
、
稽
古
あ
り
し
人‘.々
な
：れ

ば

、
、
呰 

唐
山
流
の
笊
理
の
み
傅
授
し
黎_

國
.の

議

に

及

べ

る

人

激

し

、
..是

淇

て

、
一
興一
一
を
知
ざ.る」

に
似
た
り
し
、C
同4

)

倉
 

-し
か
も
、.こ
の
陸
の
典
備
の
如
き
も*
無
も
同
然
の
有
樣
で
あ
る
。

「

當
時
日
本
，に
は
、
武
備
と
中
物
、
無
き.も
同
然
に
罷
成
候
。
其 

わ
け
は
、
武
士
皆
大
祿
に
相
成
、.其
上
悉
く
城
下
詰
に

V
.

居
候
故
、
.い
つ
：
と

な

く

上

品

に

湖

，成

、

次

第

に

審

修

に

.長
じ
候
て
、
’皆
顧
手 

に
成
候
て
'
公
家
衆
杯
の
様
に
罷
诚
候
。

日
本
は
朝
鮮
、
.琉

碑
.鍛
夷
•
此一

一一,

f
界
を
接
し
猴
へ
ば
、
萬1,

此

國

ょ;!
)
、
#

意 

^
變

を

绝

じ

候

て

、

.，
練
切
，た

る

英

馬

：を

脚

か

け

ら

れ

候

‘ゅ

气
‘日
本
铽
破
竹
の
如
く
働
れ
可
申
し
と
い
つ
て
ゐ
名
。

(

林

子

平

上

®

)

：
.：
パ 

か
く
の
如
き
狀
態
に
對
し
て
、
林
子
平
は
慨
嘆
措

y

能
は
•ず
、「

三
國
通
覽
圓
說」

を
著
は
し
、「

海
國
兵
談」

を
f

し
て
-

_
を
*
 

め
た
0

で
あ
る
。
こ
、
に
三
國
と.い
ふ
-は
、
朝
鮮
•
琉
球
*
蝦
夷
•
小
笠
®

§

を
意
味
し
、
こ
れ
ら0.
地
方
が
わ
が
國
に
密
接
，不
離
の
關
係 

に
♦

る
か
ら「

本
邦
ノ
人
、.無
潰
賤
' 
無

，文
武
知
ル
.

X

キ
乇
ノ
ハ
此
三
個
ノ
地‘理
.
也
0」

と
い
.
.キ
に
.あ
る-,
°

.

(

三

國

靈
_

說
序)

ま
た

_

#:

繁

i:
•

跋
,

_

:|
_

1.
«;

變

圖

節

集

奮

其

書

难
^

も

_典
意
日
本
の
雄
士
、
兵
を
提
げ
て
、
此
三
國
に
入
る
&
$>
.ら
ん
時
、
此
圖
を
論
ん
じ
て
應
變
せ
ょ
と
釔
り
。
又
此
1

*

談̂

'^
、
：
 

彼
三
膦
國
及
び®
,山
、
莫
撕
歌
未
龃
等
の
海
外
國
ょ
り'-
>
海
寇
の
來
る
"事
あ
、
ら

ん

時

、
防

鐵

す

，べ
，き

術

を

都

悉

せ

り

:°
:
#に
：於
て
始
て
：
、 

本
邦
1̂
]
外
，
の
武
術
_

れ
り
と
言
べ
し」

'
:と
.い
つ
'て
ゐ
る
。
彼
は
、
こ

わ

隣

獨

と

の

攻

防

戰

に

つ

い

、て

考

へ

て

ゐ

る

の

で

，あ

る

が

"

そ
の 

趣
-旨
が
、.a

シ
ア
の
來
寇
ある
.
べ
し
^
す
る
に
あ
つ
•た
こ
と
は
1
‘、前
段
<6
記
述
-に
_ょ
つ
■て
明
か
セ
' あ
る
。

、
、
か

、
；
る

議

論

社

獨

り

林

，
子

平

.の
獨
占
で.は
な
-い
0
夫

明
.時

代
I
お
い
てA

ま

：
た

旣

，
に

そ

-C
P
.以
前
に
お‘い

て
も
、•北

邊

に

.お
け
る
露 

絀
新
以
前
に
：ぉ
け
る
領
土
獷
張
論
 

. 

> 

」

H

-S
.
1-5
L)



f

f

 

1

1

1

 

’ 
”

四

 

S

I

 

船
f

★

中
心
と
し
て
、.
I

及
I

I

意
し
た
き

，ろ
I

。
，
こ
、
に
は
、
i

時
代
に
I

證

f

し
.て
の
長 

M

の
通
信
广
雄
#

サ

. 0

散
^

三
^

梅
園
の
記
し
、
評
し
た
も
の

^
擧
ザ
る
に.||
:
.め
て
置
ふ
,

,
-;/
-
»我
；
一
士
ロ
雄
氏
I

f

國
家
.8

に
取
北

を

，患ふ
、
西
域
の
人
の
人
の
國
を
奪
ふ
弋
m

.

か

さ

ず

、

菌
敗
北
ホ 

ヘ
蜋5

地

也

、S

Q

地

邊
|

卧

洋

に
. #
|

、

.鮝

食

し

て

、
蝦
夷
を$
■

ば
、
我
國
常)

に
I

け
患
ぁ
ら
ん
、
.
碧

洋

め

人
 

，
の

陀0

1

1

、
，
或

はf

f

ハ

或

は酒
‘食
S

し
•

赛

裏

へ

、
a

i

l

,

 

s

e

l

l固
め
、
4

己

參
 

,

る

の

後

、
’
二'

擧
，に
し
て
黃

を

艰

る

、
>

’戈

を
用
ゆ
る
を
大
下
策
と
す

、
、…

今

般

夷

我

衆

北

尺
ぁ

戈

濟

々
に

山

河

の

險

を
治
し
、

-
射

に

，
長

じ

，
水

海

た

>

、

本
_

纖

必

多

け

，，ん

-

土

人

採

る

ぶ

と

を

知

ら

ず

、

而

、し

て

其

國

铋

巧

未

開

け

ず

、

義

西

人

の

f

用
. 

ン

ゐ

眚

の

‘威
斌
に
ょ
り
恩
を
以
て
撫
し
、
敎
を
以
V

I

•
の
#

I

し
め
、
'
犖

修

む

處

の

®

酒
々
嗥
り
、
么

我

に

歸

す

夺
 

，
様

に

^

ば

縈

ん

で

歸

伙

せ

ん

、

0

に
般
夷
の
地
を
有
せ
ば
ノ
.金
穴
開
く
べ
し
、
財
貨
據
る
べ
し「

北

踅

に

；5

て
固
か
る
べ
し
，

塵

■

霍

_

藝

爾

1

讓

,

_

證

養

■

農

べ

取
! :
:

.

^

.邊

食
せ
ら
れ
ば
、
慑

豈

北
W

Q

奮

か
ら
ん
，や

、

を
と
るq

術
を
知
て
國

家
、
i

為

f

抱i

い
へ
り
、

'

.
,舍

ゼ

-̂
‘

こ
れ
を
,̂
ふ
.

I- S

に
こ
机
西
人
の
，蕾
上
易
か
ら
ず
、
國
家
防
嚴
に
為
ら
ず
？
所
謂
與
要
を

. #

と
、

然
し
•て
其
國
の
、
，
 

眢S
；

萬
國
に
勝
る
ょ
く
恐
ふ
べ
し
。

」

■(

歸
山
錄) 

;
 

•

:

餐

經

禮

論
は
、：一

.種
の
當

時
に
#
け
る
流
节
の
觀
がf

が
、
林
子
平
も
、

わ
が
國
f

し
.I

般
夷
I

を
1

す
る
も
の
で 

あ
; ^

;
舞
はI

身
K
 
ノ

蚀
S

シ
ーァ
善」

な
る
と
i

を
認
.必
' 
そ
の
戈
*

Q
:

極
め
.て
®

い
.
.；こ
'と
を
指
摘
.す
るo

,
_「

糞

.モ
同
領
.ノ
人

也

？
：然

杈

衫

：
モ

->
,
:其
國
文
華
開
：ダ
ズ
讀
合

：

ノ
.世
迄』

：这

食
ヲ
一
求A
ル

n
.

ト

、
坍

女

交

合

フ

業

ヲ

知

_レ
ル
序
一
一
シ
テ
、

實
ー

一*

爾

タ

ル
b

!>

ハ.
彼

ゾ

國智
者
出

テ

敎

ル

コ^
ナ
キ
故
オ
見
&>
1ー
國 

通
|

說
>
•と
し
て
ゐ
る
。
か
く
の
妝I

る
が
故
に
、
ロ

多

人
.の
，.

I
人
I

す

る

用

、

逢

f

不
爲
，
蜈 

爽
ハ
寒
地
ナ
ル
故
、
胡
椒
ヲ
食ハ
セ
，一

K

氷
寒
ヲ
，凌
ガ
セ
、
搵
袍
ヲ
與
へ
テ.寒
氣
ヲ
防
ガ
セ
、
•
又ハ
砂
糖
/

甘
美
ヲ
食
ハ
-i
r
;、
.或
ハ
淳
酒 

ノ

ョ

.キ

酒

ヲ

飮

セ

テ

夷

人

ノ
ロ
ヲ
悅
バ
セ
、
•
又
ハ
大
炮
ヲ
磡
カ
.：シ.テ
威
嚴
ヲ
示
シ
、•文
武
和
兼
テ
夷
人
ヲ
シ
テ
己
レ
«
馴
懷
ク
べ
キ
術 

ヲ
施
ス
ト
聞
リ
、
オ
.ロ
シ
ャ
入
ハ
大
饋
ヲ
知
レ
ク
”

ト
转
べ
タ
ト
、

へ
ィ
上
阿
蘭
陀
入)

語
T

K

同
前)

•

か
く
露
人
に
侵
略
來
あ
れ 

つ
V

あ
•る
^

^
は
、
軍
：
に

そ

れ

が

未

開

の

.
地

と

い
.
ふ
の
み
で
な
く
、
ま
た
物
産
に
富
む
の'地
.で
あ
る
,0
it
’

•
ン 

.「

其
國
ー
ー
笊一

金
山
遊
多
：シ
。
然
レ
ド
モ
掘
コ
ト
ヲ
不
知
、
空
ク
锂
レ
テ
ア
ル
也
。
銀
山
、
銅
山
、
亦
然
リ
。
又
砂
金
ノ
出
ル
地
：多 

ぢ

ク

霧

羞

銀

令
_

取
シ
ー"テ
；空
^
捨 

斯
哿
未
菔
旣
ム
逄
ヲ
取
バ
ー
臍
ヲ&
ト

モ

遲

ヵ

ル

ぺ

キ

歟

J

 
' 

• 

r

 
.

.

.

.

、；

麗
地
開
頻
の
國
防
に
お
.
い
て
も
、
經
濟
的
開
發
の
だ
め
^

も
必
要
で
あ
.
り
、
挺
つ
て
W

シ
ブ
の
.進
出
を
押
へ
て
、
わ
が
支
配
權
を
.，
 

確
立
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、、
.
心
あ
る
船
乘
少
ぐ
商
人
な
ゼ
-̂

利
用
す
べ
き
で
あ
る
* °
.

: ■

:
• 

■

:

^

和
蘭
<

_

1

1本
及
^

歐
窘
諸
州
お
凡
“

へ
劳
遠
ク
：萬

禺

德
 

ク
本
國
ノ
助
ト
ス
;;
°

然
ル
故
.
-
1近
頃
、',
:
'歐
羅
巴
.ノ
莫
斯
歌
未
逋
遠
ク
北
海
ヲ
越
テ
跟
爽
テ
‘招
論
ス
.ル
ノ
意
T-

リ
ト
語
レ
リ
。
些

?

 

(

松

前

人

六

毋

衞

及

び

阿

蘭

陀

人

，
へ
イ
ト

)

ノ
言
；

U
、

因

テ

熟

思

へパ
、

バ
早
汐
招
論
ヌ
ベ
シ
<o
‘
早
ク
,
ズ
ツ
バ
、
双
世
必
莫
W
 

維
、新
以
前
.に
お
け
る
領
，
土
销
張
.
論

 

一k
 

(

四
、

II

二
.

)



.
新

以

俞

に

お

け

為

土

猶

服

論

 

二

六

(：

四
?

紙

朱>:4

ノ

賊

至

.ル

べ

シ

。
^
時
»

ヲ
'^
ト

モ

遲

カ

ラ

、
ン
«

?
竊
ー
ー
憶
ー
パ
凡
ヲ
移
シ

''
>
俗
：ヲ
易
テ
一
州
ヲ
經
邦
シ
ゥ
*

^

«ヲ
扠
テ
Lk

:
:

パ®

瘦

貨

艺
,1
'

，_

那
百
猶
涔
她
康
袖
沄
勸
國
ソ
_

薩

ツ

：選
^

舟
人̂
'

華
1
1
:不
可
說-'
0
.

術
.

K
ル
商
估
、
舟
人
等
二
#

テ
ロ
自
ラ
語
ル
べ
戈
。
.只
'心

憎

キ

，
ハ

莫

斯

歌

未

：他

ノ

姦

賊

等

、

兜
達
テ
蝦
夷
地
一
一
入
テ
、
上

.國

ノ

商

估’ 

.

.

舟
人
等
ヲ
拒
ム
•コ
•ト
プ
ラ
ン
歟
。
若
拒
乂
.コ
ト
ア
ラ
バ
、
速
二
其
赤
賊
ヲ
繰
一
一
シ
、
災
ノ
提
本
ヲ
除
テ
後
、
快
ク
敎
論
セ
パ
前
文
ノ 

如
ク
其
俗
忽
チ
上
國
ノ
凡
ニ
移
テ
遠
ク
カ
ラ
フ
ト
迄
モ
松
前
：ニ
..等
..キ

風

俗

ト

，チ

ル

べ

シ

。

f4
ル

ト

キ>>
金

銀

：ヲ

得

デ

寶

貨

ヲ

»

而
已 

ナ」

ツ
ズ
、.
北
ハ
九
百
思
ノ
地
悉
ク
上
國
ノ
，郡
+
成
テ
目
.出
度
コ
ト
此
上

モ

ナ

キ

コ

ト
ナ
ル
べ
シ
。
凫
又
商
估
、舟
人
.等

：ノ

大

義'ナ
ル
哉」 

C

三
國
通
覽
個
說)

• 

.： 

'
 

,

》

，

五

こ
わ
時
代
の
迆
步
的
思
想
家
に
本
多
利
明
が
あ
る
9
彼
は
、
そ
の「

西
域
物
語」 (

寬
政
.十
年)

に
お
い
て
、
西
洋
諸
國
に
關
す
る
豊
富 

な
知
識
を
記
し
、
渡
海
運
輸
交
易
の
最
も
必
要
な
る
所
以
を
記
す
‘る

士

こ

ろ

が

あ

づ

た

。

彼

は

：現

實

的

.な
：開
國
論
若
で
あ
妙
、
海
運
交 

易
を
主
.張
す
.る
留
易
振
興
論
者
で
あ
る
と
\
.も
に
、
.
.わ
が
北
邊
の
開
拓
を
主
張
す
る
も
.の
で
あ
る
。

-•
彼

：は
タ
先
づ
杉
が
國
へ
の
：識

絜

が

支

那

の

知

識

に

，偏

し

て

，ゐ

る

こ

と

.を

指

摘

し

ヤ.ゐ

る
0 

. 

, 

/

1
國

初

以

來

支*:
の

書

籍

め

，
外

：に

*

籟
な
し
、
凫
を
酸
し
ク
其
の
意
味
を
會
得
し
て
ム
り
、
智
見
を
開
き
炎
る
國
風
な
れ
ば
、
支 

.

那
，の
外
に
國
•々

が
あ
り
て
も
.、
皆

夷

國

に

し

て

、

聖

人

，の

道

あ

：る

ま

じ

く

、

聖

人

の

激

の

外

社

人

の

道

に

非

ず

と

'
:
1圖
に
凝
1 |
り
た 

-:
■
%
風
俗
.な
れ
！

1
T

外
に
大
な
る
#

蕻
あ
り
て
も
、
眾
引
す
る
人
鮮
し
*
其
聖
人
の
法
は
如
何
に
^
結
構
な
：る
善
道
#

れ

ゼ

も
',
*

の

本

部

他

如

何

な

，
る

掘

' ^
々
起
.'0
:̂
る
か
、
又
本
旨
は
内
典
外
典
あ
る
.こ
と
明
白
に
得
る
事
^.
難
け
れ
ば
、
.
せ

ん

方

に

つ

#

舉

問

の

道 

本
潘
名
:$
七
き
^

靡
杯
を
雖
て
、I

固
辭
を
以
X
常
に
-
<
勝̂
^

-*
^
.み

を

巧

む

人

十

忆

し

：て
；
八
九
な
ら
ん

/

共
心
棵
ょ
⑷
麇
籍
支
多 

沒

'1
1

嗉

ざ

れ

ば

、
：
.博

: ^
の
^

灰

^

^

し| ^

ヤ
溷
.

.

^

«時

激

：に;-
%

雜

り

合̂

^
き
;&

と，^
»
な

く
>
片
«

張

て

郎

詩

即

文

杯

を

手

柄

. 

:!
^
0
^
0 {

、
.漆
-

<
^
5

視
下
し
、
.: ^
慢
僩
外
へ
^

れ
ぺ
衆
人
に
^

嫌
や
^ -
り
-.
'
!
.淺
は
か
な
る
次
第
な
ら
ず
や
、

西
^

®)
V

 V
:

.

か
く
め
哪
名
有
職
'で
あ
»

ち
、«

經
^

^
七
い{

ど
も
:;
:
'
.其
用
を
爲
ず
、：

怫
者
_
經
す
る
:^
い
.
へ
ぶ
も
、
直
獱
&

日
： -u

す
る
風
咚 

な
咖
ば
ノ
，何
や
^

- ©
の
，啼
様
に
聞
へ
，，
神
道
は
深
秘
と
か
い
へ
る
定
則
あ
り
て
、
愚
民
の
扶
と
も
見
へ」

ざ
る
有
樣
と
な
づ
て
ゐ
る
。 

し
咖
し
:^
學
問
の
道
は
左
戈
说
あ
る
1
じ
、
學
刺
P
本
智
4
す
る
所
ば
, >
衆
人
に
^
ず
«

愚
を
も
能
容
れ
、
ャ
國
家
に
益
省
る
道
を
勉
め 

夺
る
の
外
に
し
は
な
い
の
で
あ
つ
て

、

,|
>

れ
夂,

‘こ

や

點

に

お

い

て

、

從

來

の

認

識

を

改

め

ね

ば

.な

ら

ぬ

o

殊
に
わ
が
經
濟
の
方 

法
1
お
い
て
改
办
べ
き
も
; 0
,が
多
い
0
ぐ
鎖
國
政
策
に
ょ
る
邦
船
0
、渡
海
禁
止
の
如
身
は
、
そ
.の
著
し
き
例
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
ょ
る
損 

失
ゼ
幾
挪
澈
る
か
を
細
^

ぬ
”
利
用
は
ゾ
そ
の
镇
失
に
つ
ふ
て
、
次
の
や
ぅ
に
記
し
て
ゐ
る
o 

,

: 

ー»

2

?

^
潛̂

：
は
：
支

_

_

撕

江

禮

簾

^

^
籍

1
蒙

趾

免

沾

囊
_
嫌

養

^

汾

南
#.
め

諸

義̂

霞

：.
：
：
^

诲
交
易
：し̂
^

ぶ
键
し,

外
攔
舶'0
波
來
1

不
レ
俟
に>
如
.
何
0

趣
旨
あ
；
!»
)

て
か
.
追

々
：停
止
と
な
■り
て
'

ょ
り
、
：異
國
の
產
偷
拂
底
^

な
り
、
.
日
本
の
金 

鋇
鐲
餘
り
，多
べ
拔
行
べ
傲
、
こ

.

れ
を
停
止
せ
ふ
と
の
策
な
ら
ふ
な
办

2

^

、.
却
て
多
く
拔
行
大
冬
か
、
願
く
ば
、
叱

_

度
今
に.
不
：；絕
.、 

0

本
舟
異
國
渡
海
交
渴
务
り
：允
ふ
ば
、
今
程
せ

‘

渡
海
'<
0

,

法

.4

開
け
、
；
咀
金
銀
齣
噍
か
程
ま
で
善
く
拔
行
こ
と

.
も
な
嚷
國
家
も
窟
て
；、

今

.0
如
べ
良
田
畑
を
亡
處
す
石
事
も
な
く
、
.
.西

域
.̂
:
見
做
石
家
作
拓4
如
つ
の
間
に
か
流
行
し
ヤ̂
都

鲁

の

地

ば

^

大

概

石

家

作

と 

雕

渐

澴

に

容

磊

土

薔

满

 

'■ 

1
ん
.

C
S

三
三)
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,

嫌
新
以
部
に
軔|
歲

.土
猶
張
論
：
 

ニ
A

(

四
三
s
 

な

ら

火

災

め

薆
-$
:
知
ら
ざ
.る
に
至
ん
者
.̂
停
止
な
り
七
は
日
本
の
不
幸'̂
^
^
'此
火
災
の
:-
-
*費
.自

然

に

猶

け

：て
も
^
•
莫

大

な

る 

手
戾
を
除
べ
に
依
て
、@
民
の
身
に
取
て
：^
大

な

る

救

，と

な

り

、

-
拙
引f

W
-

る
の
惡
癖
も
.い
‘っ
か
止
'て
、
亡
處
手
餘
池
も
な
く
な
り
、 

遛
浪
も
広
有
铝
來
の
治
平
め
恩
澤
に
よ
り
次
鴒
に
增
爾
し
て
，
日
本
周
廻
の
儲
鳥

‘に
迄
湓
れ〔

.

.他
部
%

し

ザ

獨

開

し

て
\»
锊
日
氺
の 

屬
國
^

な
，ら
ん
*
‘西
域
に
不
タ
劣
大
良
國
と̂

る
べ
き
者
を
、
あ
龙
ら
と
と
を
せ
し
と
，も
い
ふ
：

.ベ
b
p 

J
:(

西
域
物
語)

，
.

.

.
>

；
. 

鍍
海
变
渴
の
禁
に
ょ
つ
て
ぐ
乙
れ
に
關
す
る
學
問
も
邋
^

ず
*'「

此
-0
道
：に
精
か
ら-ざ
‘れ
ば
、
海
洋
を
渉
渡
す
る.の
業
に
く
ら
く
、
渡 

施
運
送
熒
易
な
ら
ざ
ふ
ゅ
へ
國‘產
め
融
驰
あ
し
:-
<

、
或
は
國
に
因
、
處
に
依
て
，な
き
物
あ
っ
て
事
を
闕
く
も
あ
り
、
故
に
國
中
の
物
價 

不

同

高

卞

あ

：っ
そ

、
M

の

產

灤

に

勝

吻

出

來

，

恨

悔

•«
激

の

遺

念.を
積
の
褒
あ
る
の
み
か
、'速

返

の:®
舶

海

洋

を

赠

渡

す

る

妙

へ

, 

;«
■

•«—

て

國

產

名—

、
域
は
激
郝
し.て
異
國
ス
漂
常
ん
て
、-日
本
*'
<
6秘

事

を

し

、ら

れ

、

.
’種

-々
«
々
の

馨

多

く

广

盜

贼

£>
損

は 

國
奶
に
あ
り
弋
广
眞
の
損
に
非-
«
舶
.の
漂
流
破
損
，は

國

的

に

尨

;!
<

て
、
眞
の
損
に.な
■る
な
り
、
是
等
ょ
り
治
道
自
然
に
不
盤
に
な
り 

て
、
國
民
を
失
ふ
者
な
り
身
域.
語)

. 

- 

:

•■
'
,
’
’ 

•
’

ぃ

'

.

-■
t

L
'-
-
*
r
'わ
が
國
の
如
き1
狹
小
な
石
獨
出
忙
あ
っ
て
、
自
給
自
足
を
こ
と
i

す
る
に
お
い
て
は
，
農
民
武
家
の
困
窮
す
る
と
'と
は 

明
咖
で
あ
^

-,
>

全
國
民
の
繁
榮
を
願
は
ぐノ‘
渡
海
交
易
の
こ
士
を
迪
す
ょ
り
外
掠
な
い
。
そ
れ
に
は
、

;'
.
-
,オ
ラ
ン
ダ
の
，
例
、.に
效
も
べ
き
で 

あ
，る
。
へ
オ
ラ
ン
ダ
め
開
組
は
、
自
檲
め
建
國
め
方
針
を
次
.の
如
く
:#
へ
た
-0
で
あ
}
か

ら

、

そ

れ

に

，微

久

「

ば

：
ょ

：
い
；
の

(

で
|>
'
る
淨
|

4
倩
思
本
.に

只

篇

管

看
1

磡
专
消
■

其
■

を
馨
ん
，̂

れ

拔

考

篇
1

.
诹
て
:%
ふ
^

す
れ
0

翁

民

疲

發
■

 

观
：,
切
克
溶
^

>

し
て
•は
、
大
業
の
成
就
す
る
こ
と
社
決
し
：：て
食

4
、
..

此
填
高
組
た
名
.
-
<能
詉
悟
じ
？
离
國
の
力
を

:

拔
取
光
我
雨
_

人
れ
ざ
れ
ば
：对
此
秦
は
決̂

^

:せ
_

為
1

^
ャ
扨
汊
寓
國
€>
カ
を
拔
取
に
は
何
を.用
£
拔

取

お

な

れ

ば
;̂
交

易

扮
怒
用
で
«

取
(0
;
外
踩
1>
_

交
易
は
海
.洋
涉
渡
す
る
.に
あ
り
、
海
洋
涉
渡
は
天
文
地
现
に
あ
り
、
天
：文
地
理
.
は
算
數：

に
あ
り
、
是
國
象

< 

.
-
.
'
.
. 

.

.

-

.

 

. 

• 

'
.
. 

. 

•
,
:
.
.
.

*•
*
.
,レ

裏§
.

太
端
あ
水
3
撕
道
理
：明
©

^
各
'ゆ
；̂

V:

前
後
$

釤

農

&
得
_

.
悉

皆

獨

得

の&

みの
義̂

啟

遲

^
た
务
誰
が
思
び
謀
ら
ざ

ん̂
歆
ハ
然
る
に
日
本
國
ば
本

ラ
ン
ダ
ょ
り
遙
の
太
良
國
占
な
汉
ん

糸̂
西
域
物
語

 ̂

#

海
祥
渉
渡
交
易
の
こ
と
を
振
興
す
ベ
.し
と
な
ら
.ば
、
.
そ
の
用
具
と
し
で
の
船
舶
の
必
要
な
の
は
い
ふ
ま
尨
^ .

赵
^

点

利

明

は;?
^

舶
 

業
の
重
要
性
‘を
認
識
し
て
、
そ
の
官
營
を
主
眼
し
.て
ゐ
る
。
■ 

' 

. 

,

.’ 

•

_

:
.:
. 

，「

船
舶
と1

K

は
、
‘
天
下
の
產
物
を
官
の
船
舶
を
用
て
.、：*

海
運
致
交
易
し
.て
、.
天
下
に
有
無
.を
通
じ
.-
:
-
>
.萬
择
の
鐵
寒
怒
救
4

1

看
な 

渡
海
運
送
交
易
は
國
嵙
の
，天
職
な
れ
ば
商
尻
に
任
す
ベ
き

.に
，非
ず
、
•
若
誤
て
商
民
，に
の
.み
位
ず
V

に
於
て
は
、
.奸
計
貪
欲
^
 

盔
に
嘶
る
ゆ
‘
へ
’ゝ
國
中
の
諸
黾
の
値
段
平
均
す
る
こ
士
な
く
、
莫
大
‘に
相
場
不
同
高
下
あ
つ
て
農
民
立
が
た
:<
;

:'
'

楚

を

救

ふ

’ば
官
の 

船
舶
を
以
渡
海
述
送
交
易
ず
れ
ば
'

自
然
と
諸
邑
0 -

値
段
平
均
し
て
、
遵
民
救
を
蒙
る
な
り
”

官
の
.船

舶

な

く

渡

海

衝

褒

交

易

を

商 

:
々
民.ぬ
:0
.; ^

住
^

る
：.に
_

で
は
1

1

日
；追̂

士
«

&

民

闲

窮

：し
：て-:-
'

飢

仪

亡

處

出

來

し

、
，
國

產

減

少

.
し
'

天
下
の
國
用
不
足
ど
な
り
、
'
國
家
の
衰
微
到
る
0

;
是

ょ
.0
;

人
氣
背
き
.
0
'刑
罰
ル
.多
<

,
出
で
^
:
國 

民
t

先
ふ
も
の
也
、
固
ょ
.
り
太
切
^.

を
國
民
な
れ
が
-■
>

一
 

人
を
各
失
ふ
ま
じ
ぎ
を
、•
死

刑

に

處

梵

ん

比

惜

む

，
ベ

く

、

目
ー
又
不
便
千
离 

:

:

?

^

^

^

#

{

:

人
廢
亡
汍
令
は
皆
國
君
<0

料

海

り

、
；：：
：
都

：卞

;

;

,

*

_悔■

養

；
靈
■

■

湯

■

場

蘭

疆

懸■
:

運
_

便

利1
洛

:
紬

新
以
都
に
：

#
ゆ
:§
:
領
出
換
張
ー
論

 

s

tt
s)



維
新
以
前
に
お
げ
る
領
土
瘸
張
論 

' 

1

3
 

S

S

Q

:
 

利
ば
國
君
の
船
舶
な
く
:-
'

其
{

目
職
な
皂
ゆ
へ
，
針
ら
ず
知
ら
ず
國
君
の

.

天
職
を
廢
ず
る.な
丨
。

」
(

經
世
秘
策)

：

.
；
.

.
• 

u
s

. 

-

.

. 

'
1〜

 

-

•
.

渡
海
運
送
交
易
の
.こ
と
を
阿
蘭
陀
流
に
學
ん
だ
利
用
は
、
そ
の
必
然
的
な
關
係
事
祺
と
し
て
、
植
民
地
開
發
に
着
目
し
て
ゐ
る
。
度 

海
運
遂
交
易
が
西
i

國
の
國
是
な
る
と
同
じ
令
ぅ
に
、
植
圾
地
開
發
も
、
重
要
で
あ
る
。
彼
は
、
ョ
ー
ロ
ツ
バ
に
つ
い
て
、
：.
こ
れ
^
 

い
ク
て
か
る
:0
;

•

h

'l
j

て
歐
羅
巴
の#.
業
の
S

第
一
は
開
業
を
以
セ
國
務
0

最
初
.と
す
る
制
度
な
れ
..ば(

.

天
下
.の
國
土
は
何
れ
と
な
く
渉
渡
し
て
土
人 

.

€>
.

風
情
を
試
む
る5:.
常
と
‘
せ
り
0

.

い
ま
だ
人
道
開
け
ざ
る
は
、
撫
育
丹
誠
し
て
敎
化
し
、

い
ま
だ
無
人
な
る

_

土
は
、
人
種
紀_
#:
.
> 

萬
事
萬
端
渡
來
の
得
先
損
益
を
遠
、く
慮
て
精
密
を
盡
す
ゆ
へ

"

次
第
に
國
家
富
榮
る
な
り
,-
.(

西
域
物
語)

,

.

;

1

,

從
.つ
て
、
植
民
開
業
の
こ
と
比
、-
一
國
の
最
重
要
の
事
項
た
る
に
も
拘
ら
ず
"「

日
本
は
支
那
之
古
風
俗
に
做
た
る
癖
あ
つ
て
、
有
司 

だ
る
者
天
文
弊
數
に
透
脫
之
人
稀
な
れ
.ぱ
*
.
‘時
々
_

之
土
地
を
開
業
な
さ
ん
萌
あ
れ
ど
も
、
還
て
相
續
す
る
所
存
の
な
き
は
道
理
に
' 

暗
^，
ぎ
故
な
ね
、
、！

n

本
よ
び
遙
に
良
國
の
大
國
を
愚
馓
之
妥
言
に
迷
惑
し
で
、
犬
益
を
取
ら
ざ
る
は
、
，
日
本
之
不
幸
な
り」

と
し
で
ゐ
. 

る
。(

經
佌
秘
策
補
遺)

氐
本
は1

日
も
#;

く
そ
の
周
圍
の
鳥
魄
CD
-

開
發
杧
從
事
す
べ
き
で
.あ
妙
、
こ
れ
こ
そ
、
1

9

^
だ
け
を
と
0

て
見 

て
も
、

諸
島
開
業
な
り
て
良
國
な
ら
ば
"

當
時
•
の
旧
本
の
國
產
.に
數
倍
と
な
^

べ
き
道
理」

で
あ
る
。.(

同
前)

'
,
.し
か
ら
ば
>
 

屬
島
開
發
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な
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®

者

.で
は

な

.い
が

、

蘭

學

の

影

響

裏

け

•て
、
開

國

論

を

唱

べ

、

吏

ら

に
進

ん

で

ね

が

國

の

海

外

發

1

.
书

張
 

じ

た

も
の
に
.佐

藤

信

滞

が

あ

る

o
.信

淵

は

、

彼
0 .
囊

た

る

經

濟

の

學

を

脩

め

た

も

の

で

あ

る

'が

、

そ
の
經

濟

の

學

と
は
、
國

家

經

營
 

の
意

味

で
 

は

く

、

.： 

-
: 

. 

•
ン

ぐ

‘ 

,
1
 

, 

: 

‘へ

1

經

濟

と

は

國

土

を

經

緯

し

、

莖

を

濟

救

す

る

の

著

.
^
、

所

謂

國

土

を

經

緯

す

る

と

.は

、

先

其

國

の

城

下

ょ

.
©
束

西

の

領

分

界
 

に

至

る

、迄

の

度

數

を

f

量

ず

石

を

，經

と

j

5

、
：又
：其
南
典
ょ
り
北
界
に
至
る
迄
の
度
數
，を
測
量
す
る
を
縛
と
S

ふ
、
凡
比
經
緯
を
奪
. 

把
し
、
氣
候
I

し
、.
土
性
を
辦
じ
、
地
力
を
盡
す
は
、
食
物
•

衣
類
の
'大
本
f

、
i

f

濟
救
す
る
/

と
は
、其
境
內
の
人
民
^

,
 

.

し

て

、
：.
水
S

患
な
く
、

.居
處
安
寧
な
る
を
樂
ま
し
む
I

濟
I

ひ

、

各

_

に

疆

を

勉

勵

仓

し

め

て

、

食

物

衣

類

の

餘

昏

ら
 

し
む
る
を
救
と
12\
.
ふ
、
能
.く
境
內
0
:
平
原
*

腋
.野
*

山
ザ
河
海
'

池
澤
.

林
藪
等
鑫
緯
し
，て
、氣
候
の
寒
暖
，を
審
^

^

を
察
0

,〔

：氣

候

に

亂

ひ

、
；
土

性

に

宜

脊

所

：の

|
§
^

を
作
«)
.
，

天

地

仕

育0
努
カ
を
盡
.し

て
.>

土
地
杧
遺
利
な
か
ら
1>

め
->

、.士
§

商 

•
共
に
其
職
を
勤
て
、
f

ず
^

こ
と
無
く
^

奢
侈
す
る
こ
と
^

^

ば
;*
:財
用
充
呆
て
> 

®
家
富
盛
す
る
こ
と
必
せ
り
:^

即
ち
^

M

濟 

の
要
智
に
し
て
、
國
家
把
萊
た
多
箸
ぬ
_

0

も
怠
る
べ
か
ら
ざ
る
の
急
務
な
ぶ(

經
濟
要
顧)

，、、
’

.

：

然
W

而a
v
a
.

我

家

，の

經

濟

學

I

U

天

；地

：
の

神

意

を

奉

行

し

、

世

界

.
の

蒼

生

を

濟

救

す

べ

き

：
の

天

道

な

.
f

 

.
以

：て;>
>
.上

：天

：：の
；
明

威
 

に
畏
れ
て
、
恭
儉
办
ニ
德
免
脩
め
ぜ
奢
侈
放
蕩
め
行
淹
嚴
く
獰
む
る
こ
と
な
る
が
故
に
、
從
來
浮
華
酒
響
好
み
い
：：驕
倣
に
慣
習
ひ 

,

た
る
人
は
、
喈
其
說
を
聞
^

で
法
：モ
嫉
办
_

乃
是
.れ
亩
3:

十
餘
年
を
經
名
と
雖
も
、
絕
ー
て
«

が
家
學
を
信
用
す
る
者
0.

無
^
所
以
な

'

泛
ぃ
爾
上)

、
, 

• 

, 

t 

*

,か
べ
め
如
;<

そ

：の

家

學

來

福

濟

學

ゆ

信

念

を

持

：つ

セ

ゐ

た

倩

淵

が

、

文

化

：文

政

の

•頃

に

當.

つ
：：：

て
"
外

舶
.

の
：：

出

沒

頻

火

士

じ

て

起

が

、

：
 

外

交
.€
>

こ

湯
^

重

要

問

題

：七

化

さ

ん

七

す

る

と

き

、に

當

つ

て

，

如

何

な

.る

.態
度
を
採
つ
た
で
-あ
ら
う
か
o

彼

は

宇

田

爪

槐

闻

の

門

に 

遊
ん
だ
も
の
で
は
あ
る
が
？
阿
蘭
陀
の
原
書
を
學
ん
だ
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
蘭
學
の
徒
の
言
辭
に
は
、
.深
く
動
か
さ
れ
る
と
こ
'. 

ろ
が
あ
つ
た
.や
，う

に

思

は

れ

る

。

.彼
の
立
場
はt

そ
の
經
濟
の
法
に
お
い
て
は
、

1

種

’の

國

家

管

理

經

濟

«?
:
'
,%'

い
.ふ
べ
き
も
.の
&

主
張
：
 

し
た
の
で
、
こ
の
點
は
、.
.木
多
利
明
.が
船
舶
の
國
君
經
營
を
主
張
し
た
の
を
除
い
て
、■
遊
だ
自
由
な

立

場

に

；あ

つ

た

の

と
は
、

'
:著

し

い 

對
象
铲
爲
し
て
ゐ
る
か
と
思
は
机
る
。'
そ
の
國
家
管
理
經
濟
の
^
容
に
つ
い
て
は 

後
日
を
期
す
こ
ふ
：V
.
す
'る
が
，
彼
は

こ

.

れ
を
、

M
 

記
引
用
の
示
，す
や
う
に
、.
‘國
君
の
®

大
任
務
と
.見
.た
=の
で
あ
る
。
貿
易
に
つ
い
て
も
，
彼
は
こ
れ
を
非
常
に
童
要
視
し
、
開g

渡
海
'

Q

 

こ

と

を

論

じ

て

，
ゐ

る

o

文
化
六
铝
の
こ
と
で
あ
る
？
，：
 

v

r:

•/
:
、
，
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V
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維
新
以
前
に
お
け
.る
領
土
擴
張
謫 

•

ニ

五

(

四
四
“)



i
b '

' i

,

釉
新
以
前
に
お
.け
.
'る
.領
土
攘
張
.論
. 

二
.六

(

四
四
ニ
.

)

.

.，.

「

抑
も
國
家
を
た
も
つ
者
の
第
，

T

の
要
務
は
、
慈
愛
を
深
く
し
、
信
義
^ -

篤
く
す
る
に
あ
り
、
第
二
は
外
國
に
航
海
し
て
通
商
交
^
 

.
-
;す

溶

あ
^

、
夫
國
家
富
實
す
れ
ば
風
俗
敦
厚
な
り
、
.
.窮

蒙

れ
.ぱ
輕
薄
に
^

る

は

論

：を

德

置

：事

な

か

.:
>
.
:ル
國
_

泶

利

^

興 

3

す
者
は
，
.通
商
交
易
す
芯
ょ
灰
犬
な
る
は
無
し
、：.
.故
に
斯
業
を
興
さ
ず
ん
ば
、
へ
永
久
に
慈
愛
$:

深

も

匕

，
&

義

を

篤

ぐ

す

る

政

故

务 

J

得
で
#

ふ
べ
か
ら
ず
、
今
失
洗
^

爲
に
興
論
を
な
ざ
ん
か
、益
じ
大
地
の
寒
暑
行
き
て
：大
功
を
成
す
^

# |

方

；に

搞

な

る

者

に
-1
>
.て
->

— 

:

:
$萬

物

の

生

產

す
.る

汾

南

北

其
_

怒
異̂

1>
サ
：
朿

西

其

形

質

を

同

^

ぜ
ず
;>
襄
を
：队
%
東
西 

_ 

■:
■
设
あ
全
龙
る
冬
の
な
り̂
费
^

疾
^

^
鐵

等

の

變

有

で

穀

果

^

^

^

^

不

い

給

あ

ぢ

ば

.-
-
*坐

民

其

天

铝

を

全

：悲

ず

乜

rc
、r:或
は
夭
札 

.-r
v

Q

mに
褪
ル
者
m
.天

地̂

愛
乘
な
及
、
こ> 
に
饑
饊
•
夭
札
^

窘

馨

ば

、
皇
天
豈
悲
哀
の
傷
に
勝
ん
%
#
;
未
れ
國
家
尨
長
た
苏
も 

:

:
5

政̂

金

行

ゼ

爽

她

：
の
、
大

父

琺

宏

；

1
3
.て
哀
傷
に
勝
へ
ざ
ら
し
め
ば
泣
孝
行
そ
云
ベ.̂⑷
が
ハ
^

に
^

^

^通

識

窮

達

相

同

ず

^

は
ハ 

'
.則

ち

裏
-̂
#

行

尤

る

の

迨
&

り
；、.且

又

航

海

通

商
.の
：
：
業

を
.務
む
芬
は
、.
啻
に
：其
國
の
富
實
す
：る
の
み
な.ら
ず
.

常
大
洋
忙
浮
て
、 

.
多
#

の
#

風

避

狼

及

び

悔

破

强

寇

等

め

：危

難

€
浚
#

往

來

す

名%
以

_

、''
>
其

：密

说

赀

與

敢

精

銳

忙

激

り

^

ほ

軍

征.欢
^
^

_

み

激

死

を

畏

れ

货

も

て

-*
飛

龙

る

处
-1
?
:#

是

仝

以̂
國

富

英

精

ふ
.
咸

勢

强

火

に

激

る
#

致

り
>

又
^
1國

の

漭

を̂
2

*て
1

國
に 

.
出
^

交

易

せ

ざ̂
國

樣
d

邦

：杓

有

篇

來
:̂
.<0
.
.產
物
资
外
は
當
を
益
ず
ぺ
き_の
術
な
含
#

以
て
>
、
人
民
.の
：：繁

|

岑

に

從

丈

國

內

竣

第 

M
襃
耗
拉
f

後
々
^

貧
民
父
母
の
養̂

窮
化
タ
竊
如
に
其
姙
子
を
墮
胎
す
る
に
至
る
‘
央
人
は
天
桃
の
含
靈
に
し
て
人
赛
の
至
寶
な 

.

ノ
果
1;
火
：誰

か

我

乎

W

愛
憐
せ
ざ
る
#

あ
ち
沿
#

P
最
上
の
貴
物
ぬ
此
極
抝
至
灰
者
は
い
國
家
奴
衰
耗
す
る
を
以
弋
の
^
^
^

-

:■
■

. 

. 

^

^

灶
制
^

で
先
募
る
; 4

の
ー
：
な

作

ば
« :
:用
れ
^

展

を

闲
.む
^

會

土

下

興£

錢

：の.
^
を
#

^

、
愛

慈

ぬ

心

ぁ

薄4

な

妖

？1

藓

釭
失
处
戴
議
；«>み

：：
增

長

：し

：

_

風
俗
次
第
§

雜
ぬ
な
り
、
；龙
：平
铃
世
感1

.

^
怨
：§

.

^

:

1

1ー§

衣
奪 

.
%の
^

に
萬
1
饑
條
の
.流

抒

扠

ど

あ

：
焱

ば

贫

蓄

む

^

か

ね

食

蓽

體
.な
へ
：
ん.
>(

海

防

策

)

パ±

.;

.

:

:.
:■
:
' 

:
;
: 

... 

信

淵

が

欢̂'
に
述
べ.た

こ

厶

楗>
治
國
の
：莪

礎

は

經

:«
§

1

'

こ
.占
;-
>(

而

し

て

、

經

濟

の

知

妙

な

ゐ

運

用

は

、

•一

 

國

の

启

給

自

屈 

的

經̂

ぬ

は

故

ぐ

し

苽

課

龙

浼

^

^

贊

易

の

伸

長

に

あ

り

ノ

芩

^
渡

梅

贫

易

の

举

电
!
;
:
^

し
：め

カ

國

防

土
.に
：
お
：
い
^

^
_

有

利

稹

名
£
:潘

を

い

つ

て

ゐ

る

'
の

で

あ

る
。
‘渡
海
交
易
が
如
何
に;^
^

を
繁
榮
せ
し
め
る
が
の1.
は
3
 

こ
：机
龙
減
部3'
^

證

$

-'
?
»
处̂
が
出
來
る
。
：信
淵
は̂
_ギ
リ
ス
に
つ
'い
て
い
0

ズ
ゐ
る
0
.
. . 

. 

.
r:
.

v
-'
:

-: r

ん
< 

b
:
v

「

今

の

佌

に

當

て

：
は

、

「
H

キ
リ

ス」

國
兵
强
く
R

富
锥
に
し
.
て
、
.
海
外
の
.屬
國
極
め
て
多
く
、
其
威
世
猓
を
震
動
す
る
を
.以
て
、我

；. 

^
日
本
控
對
當
_

頃

如

し

、
：然
れ.ど
本
、

f

萁
本
阈
の
地
は̂

M
近
十
度
ょ
b
:六
，$

の

間

に

あ

れ

饩

則

是

北

地

忙

七

て

：

：： m
^

 

淡
寒
^

^
其
物
產
:0
我
日
本
に
及
ば
荽
る
事
論
を
ま
た
ず
し
て
知
る
べ
き
な
り
广
而
し
て
、
：
被
が
今
こ

2

^

*く
に
.强
嫌
尨
る
潸
は;'
,
>

■

只

舊

く

大
1

航
行
七
て
萬
國
に
通
商
咪
洛
^

以
杰
の
.故

方

及

：
：
是

忙

.て
龙
源
舶
狡
易
妙
闕
家
の
要
務
な
^

-^
知
^

信

湖

：は

、

か
<.
鮮
如
唐
ィ
ィ
ギ
”

ス
免
释
软
嚷
ボ
き
务€>
^

,1
>
-た
々
：ィ
ギ
リ
ス
は「

狡
然
と
し
て
東
洋
諸
國
を
併
呑
す
る
の
志
あ
り
、 

此
賊
も
亦.一

つ
の
^

敵
に
じ
.て
備
へ
ず
ん.ば
あ
：る
べ
か
ら
ざ
る̂

の
.な
り」

と
^

て
ゐ
る
.::
°
想

て

、「

オ
ロ
^

ヤ
し
！

ま
.た
^

ぬ
ゆ
^
 

チ
分
^

經
營
ょ
火
ム
て
、
わ
れ
の#
戒
を
要
す
る
も
の
で
あ
る:?
信
棚
^「

辦
防
策
|_
>
.の

第

ー

は

，

シ

ア

に

備

へ

ん

^

す

名

も

ぬ

お
^

; $
*\
'
« 

.
:

「

此

：ヵ.ム
サ
ツ
力「

.オ
：ボ.'ツ
^
.

」

を
取
て
、：
早.く
此
方
ょ
ヵ
.
.備
へ
求
ん
ば
、.：
我
來
北
.の
：後
患
1/
>
;ま
：
だ

暈

る
^

か

ら

ず0
彼
赇
^
今
ま
で 

太
患
を
.爲
さ
^
る
者
は
ハ
此H

州
遙
•に
懸
絕
に
，し•て
在
留
0
軍
苹
冬
少
：人
數
な
れ
ば
歿
り«-
>

今
は
降
路
四
蒗
禺
艱
難
に'1
>
て

^

«

な 

雜
新
前
後
に
お
け
る
領
土
锁
脹
論
 

ニ

沦

S

S

O

-



紲
新
前
後
に
お
け
る
領
土
横
張
論

、
 

ニ

八

人

四

四

四

：

.

し
と
い
へ
ど
も
、
彼
_
:

「

べ
テ
ル
ゴ
、
ロ
：
オ

ト

」

¥
が
山
を
拓
き
河
を
通
じ
て
新
.に
，大

道

を

作

り

、

諸

國

往

來

の

路

程

を

使

捷

に

し

、

以
て 

他
國
を
攻
奪
す
る
其
手
段
を
考
合
す
べ
' L

、

彼

狡

猾

な

る

魯

西

蓝

人

の

い

か

.で

か

此

險

灘

の

道

を

永

く

此

ま

--
\

に
*1

>
て

捨

置

く

べ

き 

や

、

萬
一.
此

道

開

通

し

，て

旅

¥

驛

場

の

成

就

す

る

に

及

で

は

、

‘
日

本
.の
.後

患

茜

大.'に

し

て̂

ヵ
ム
サ
ッ
ヵ

」

ー

r

オ

ボ

ッ

き，

も
亦
攻 

•

取
ら
ん
こ
^

を

望

む

ベ

け

ん

や

、
'
故

に

山

道

の

開

通

せ

ざ

、る

.に

乘

じ

て

、

柴

.
の

領

4

老

、
域
郭
*
武
備
を
嚴
重
.に
.し

：
て

魯

西

亜
. 

東
海
を
窺
ふ
の
源
を
塞
ぎ
1

以
て
賊
種
を
拔v

べ
し
し(

海
防
策)

.

:

'

'

淵
0
識
見
は
偉
大
な
も
の
が
ぁ
る0
而
し
て
、
そ
の
海
防
第
二
策*
稱
ず
る
も
.の
は
對
英
問
題
で
あ
り
、
わ
が
南
進
政
策
行
ぁ
名
0

こ
， 

れ
ま
た
賺
ぬ
國
隱
係
と
併
赴
考
：へ
る:̂き
芍
地
卞
の
#

淵
ぞ
如
何
な
.る
.感

慚

を

催

す

泠

ぁ

；ら
：ぅ

冷
 

對
1

5

ふ
。

■ 

• 

,

i

爲
其
1

の

：乎

段

は

、

先

づ

饼

茛

：の

^

島
^

^

舶

を

出

し

：て
3

南
海
中
の
無
火
諸
濞
を
^

^

:

八

丈

島

等

の

土

地

の

：
狹

き

人

の

4

^

 

'

丨

一

へ

、
次
第
に
其
地
を
開
き
て
新
田
耕
農
の
業
を
與
し
:'
:
>
:交
：泚
_

島

ネ
,0
*

^

出
:1
>

て
_

南
洋
の
：.
3

^
る「

ヒ
.

,
:
认

ビ

ィ

ン

セJ

d

諸

島

を

開

管_
悉

.<
>
其

她

：の

產

物

を

聚

め

表

擬

朝

晏

南

.
暹

羅

等

の

諸»

に

交

易

し|

$
 

s
略
1>
:て
琉
球
國
と
猗
角
を
な
-
^
:、
.置
に
舟
師
を
出
し
て
、
.集

卷

巴
.刺
臥
3 5

の
.ー
0

を
攻
'取
兮
べ
レ
>
:
:
:
此
.
1
:
1國

襄

.
£
氣

候

溫

熱
 

:

.に
し
.て
、
猶
產
癍
め
で
豐
饒
な
り
.？
寒
是
免
會
聚
し
て
以
て
謝
國
私
交
易
し
、
此
.！一

國
に
付
典
衆
を
置
き
、
武
備
を
嚴
に
し
て
、

：
' 

以
て
此
地
.お
鎭
K

し
、：，：：此1

®
^

'
或

ば

和

親̂:
結
び
以
ボ
0£
斯
奴
利
を
收
め0
或

ば

齋

を

遺
.1
>
て
其
弱
-

を
兼
ね
、
其
要
害
の
：滩
に̂

«

卒
々
置
き
武
威
を
張
弋
、 

沿
镇
て
英
茫
南
洋
に
輝
迷
ば

「
H

 
f

ス
：

」

人
猖
«
な
奴
と
い
へ
ど
^

、
歌
て
東
洋
を
親
ふ
こ
と
を#

べ
：洳

ら

貪

名

為

ヵ

」
へ.

(

海

防

策

)

：
：
.
：： 

く
か
ズ
の
如
乂
葉
取
欧
择
い
て
、
ヵ
ム
竽
'>
ツ
ヵ
に
ぉ
い
て
、
ロ
シ
ァ
の
東
漸
南
下
文
押
へ
、
.
南
洋
に
：：#

-̂
て
：̂
ギ
.:9
メ
の
東
洋
侵
略 

を
阪
ぎ
ぞ
^

^

此
笟
0;
如
べ
I

し
て
>
其
事
業
を
雅
廣
め
ば1%
後
々
把
は
全」

世
界
谮
悉
'<

旧
本
.の
.有
と
な
る
ベ
し」

と 
>
ひ
、「
彼
淸 

朝
.の
强
火
も
亦
な
，ん
に
養
慮
名
に
足
ら
ん

」

と
い
つ
て
ゐ
：る
と
こ
ろ
に
、.信
淵
.の
時
代
色
が
出
て
ゐ
る.の
で
ぁ
名
？
し
か
し
、
彼
は
こ 

め

「

海
防
策」

な
: ^

も
の
が
實
行
せ
ら
れる
と
は

豫
期
し
ゐ
九
い
。
彼
は
こ.の
大
策
を
懷
い
て
獨
り
、
時
勢
の
非
な
る.を
嘆
じ
た
の
：，で
 

あ
る 
o
\ 

:
: 

•

 
■

. 

-

「

都
れ
ど
も
今
の
-l
i
tに
:̂
り
て
は
、
我
邦
二
百
年
來
の
昇
平
に
て
、
人
み
な
昭
代
の
繁
_

を
灤
み
ノ
上
は
有
出.€
>
君
^

9
、
下
は
土 

拔
の
卑
き
に
至
る
奁
で
、
>
.
當̂
年
を
面
自
く
渡
る
を
の
み
心
と
し
，て
、
.
武
備
と
い
ふ
も''
0
を
嫉
む
、
子
が
此
海
防
策
を
観
ば
*
必
ず 

皆
狂
に
ぁ
ち
ず
ん
ば
、
妄
：な
り
と
し
て"
或
は
謗
り
或
は
怒
ゥ
て
、
号
を
罪
す.̂
に
連
ら
ん
.と
す
る
.を
知
.る」

(

同
上)

•

： 

か
く
の
如
噯
は
、
伴
ば
時
流
に
先
ん
じ
て
ゐ
た
思
想
家
の
受
く
べ
老
運
命
で
ぁ
ら
ぅ

9

‘

t
.
' :
/
■
■
■
■
■
■ 

1
.
,

ぺ：バ
'

:
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.
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:
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-
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：
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v
.
:
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'
"
:
.
v
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v
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.

:
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'
'
v
.
.
、
'

;

.

.
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.

'

.

•

:

.

■
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.
■
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.

.s'
'
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.
'
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*
.
.
’
■
'
:
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- 

- 
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\ 

i
-
.
-
. 

' 
■

.

ハ
'
' 

-
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:
-■ 

. 

. 

,
y
. 

.

. 

...
"'，つ
i
n
,

.

■

淵
^「

混
同
秘
策」

に
お
け
る
海
外
發
展
論
は
、

「

海

妨

策
.|
-
に
お
け
る
ょ
り
も
、
雄
大.で
ぁ
る
。「

混
同
秘
策」

に
お
い
て
、
.彼
は
滁 

外
發
展
が
ゎ
が
國
の
艰
本
的
原
观
と
七
セ
與
へ
^
れ
て
カ
る
义
と
を
主
張
す
る
。

く

:「

皇
大
御
國
は
、
大
地
の
最
初
に
减
れ
る
國
，に
し
て
、
世
界
萬
國
や
根
沐
な
り
、
故
に
能
く
其
根
本
を
經
緯
す
る
と
き

.は
、
則
金
世 

雜
新
前
後
に
ぉ
妙
る
塑
擴
張
論
 

、



鍫

前

後

に

ぉ

け

る

嗍

土

擴

囉

論

, 

1

5
 

''.
.
9

S

^
 

界
悉
-,
<

郡
縣
と
爲
す
べ
く
、
满
國
-:
0

君
礙
％
屁
濮
と
潙
す
べ
し
、
«

て
神
佌
の
古
典
1

籍
る
艽
^

知
，-靑

海

福

资

，
百

蓴
% :
:

と 

‘

は

; .

覆

，
裳

属

峽

資

9

讀
佐
之
與
命
に
事
拉
し
賜
ふ
所
：^

り
、，然
れ
ば
、
則
ち
產
靈
の
神
敎
を
明
.に
し
て
以
て
世
界
萬
國 

,の
«

生
を
安
^

る
^

、
，#

初

-±
--
1

)

^國
に
主
た
る
者
0
-要
務
た
る
こ
と
^

知
名」

(

混
同
秘
策
ド
.

地
理
上
か
ら
見
る
も、

^
く
.の
如
.き

わ

が

國

の

使

命

は

、
.
證

明

せ
ら
る
、

？
.

.

r

令

决

萬

國

の

'地
理
を
部
に

‘し
て
、
、我
:0
本
全
厕
の
-̂
勢
^

察
す
る
K
、
赤
道
の
北
-H
十
度
ょ
り
起
て
四
十
五
度
に
至
りI
氣
候
'0皿 

鄭
，'土
嬢
肥
妖
、6
萬
趣
：め'物
產
悉
く
洪
溢
せ
ざ
る
.こと
無
く 
•
四

邊

皆

大

禅

に

臨

み

‘、

梅

«

の
_運»
其
更
利
、な
る.こ
と
萬
國
無
双
、 

m

盤
^

人
0

に
し
て
ち
澳
欢
他
别
忙
殊
絕
し
、
宇
內
女
鞭
猶
ず
べ
き
め
賓
徽
全
備
せ
り
、
其
形
勝
；；

Q:

勢
自
ち
八
表
に
党
々
と
し
て、
. 

泚
刷
#

の
：雄
減
遙
て
猶
爾
た
る
蠻
贺
を
征
せ
ぜ
、
世
界
を
混
同
し
离
掘
甚
上

-
せ
ん
こ
^
何
の
歡
念
と
と
か
あ
あ
ん
哉

」
(

同
.上
：
.

)

. . 

ぬ
：猶
葡
0
立
場
は
ィ
抑
.も

佌

界

の

地

豳

を

審

が

に

す

る

に

、
、
，萬

國

は

皇

個

を

以

.て
根
本
と
し
、
皇
國
は
信
：に
萬
國0
根
本
な
_り
，…

抑 

邊
調
^

^
外
國
金
征
ポ
涔
に
被*
勢
ひ
順
に
し
て
ズ
渴[<
,

他
國
过
^
,皇
國
に
寇
す
る
に
は
，
其
勢
び
逆
に
し
ズ«

^

,
*ゃ
ふ

.̂
|>
%
: 

雪

傷

を

取

れ
5

 m

本
か
ら
'支
那
ぶ
祉
す
必
に
は
、.避
だ
容
易
で
あ•る
が
、.
支
那
が
そ
の
’人
口
’の
瓦
多
必
池
積0
廣
着
飲
て
し 

福

本

を

寇

す

名
,と
は
、
難
亊
で
;:
'
遂
に
.支
那
舊
放
的
軍
事
的
破
綻
盏
背
せ
ざ
る
女
得
な
い
0
.例〈

士
度
：は

寇

ず

着

：
と 

あ
^

て
愚
一
一
度
三
度
と
は
で
れ
養
行
す
名こ
:<
t

は
不
河
能
だ
と
い
ふ
に
童--
;°.「

發

畜

國

ょ

々

舞
^

開

炎

に

%

_

先

づ

皮 

那
■

呑
併
す
る
よ
り
聚$

な
'
 :

•
:

支
那
S

大
女
以
て
猶
董
國
に
敵
す
る
能
は
ず
、
況
：

S

他
i

狄
を
や
r

l
量

國
 

に
は
>
:减
猶
に
#

#
龙
混
同
费
。綦
勝
ぁ
る
が
故
愈
り

」

->
し
て
ゐ
_
.翠

信
«|
亦
殊
光
_

^

^
賣

レ

定

：̂

滿
洲
で
|

。

.
、
瓜

そ

愈

部

を

^

略
す
る
:<
?
>独
は
、

」

弱
く
し
て
浓
り
易
食
處
よ
り
始
る
を
谨
と
す
、
今
に
當
て
世
界
寓
爾
中
に
於
て
、

;;
.て
攻
取
り
；-J
:t
t
j
fはf

v

那
國
の
.滿
洲
よ
り
娘
り
易
き
：
.被
な
^

何
と
な
れ
，ば
、
滿
洲
：の
地
、.我
;0
本
0
仙
陰
及
び
北
陸
.*
奥
羽
*
松 

;.

省
舞
w

--
#

:̂
:梅
水
を
隔
ス
相
爾
す
请
も
の
凡
そ.八
百
餘
5

^
其
勢
ひ
固
よ
1

擾

し

易

き

.
こ

と
を

知
る
^
し
、
'之
を
撥
^

P
す

^
.
ネ 

:

亦
當
に
備
な
き
の
處
を
以-1
:
始
と
し
、
西.に
備
る
：と
；
き

は

、
，取

を

亂

妳

し

、

東

に

備

る

と

き

は

瓯

を

騷

撥

：せ

ぱ

、

彼
れ
.必

ず

奔

矩

し 

ぢ
ヤ
之
文
救
ふ
べ
し
フ
雜
が
濟
楚
沭
る.

間̂
：に
_

:

;

#

9

_
虛

實

强

弱

を

知

る

べ

し

、
，
而

し

て

後

：に
實
す
.る

處

を

避

て

虛

な

る 

し
、； f

を

.̂
て
弱
を
攻
•め

、
、
必,
し
も
大
軍
を
用
そ
に.も
及
ば
ず
、
暫
く
の.間
は
.先
づ
.輕
典

を

以

て

い

：之

を

騷

擾

ぞ

べ

1.
、
：
滿

洲

の 

人
は
躁
急
に
し•て
謀
に
乏
く
、
支
那
人
は
懦
怯
に
丄
て
懼
れ
易
し
、
小
し
く
粹
あ
る
も
必
ず
大
衆
を
以
て
之
を
救
は

.ん
、
大
衆
度
 々

,

猶
く
H

人

力

疲

，

し

て

財

用

歇

乏

す

•べ
き
こ
と
を
論
ず.る
に
及
ば
ず
、
況
や
支
那
の
王
都
北
京
よ
り
滿
洲
海
诗
杧
独
後
す
る 

，
は
ノ
办
漠
觉
遨
に
丄
て
山
谷
適
て
儉
嫌
な
る
を
や
广
然
る
に
皇
國
よ
り
之
を
征
す
る
に
は
、
僅
か
百
六
七
十
汛
の
海
上
友
れ
ば
い

.

. 

顧
風
;̂
测
を
擧
る
と
き̂;
. I

日
ふ
^

に
彼
が
南
岸
に
到
る
、
其
西
す
ベ.き
.も
•

m
す
べ
き
も
、
舟
行.湛
.
^
m准
な 

か
-.
<

Q
:#
it
洗
魂
に
よ
，つ

て
、_
滿
洲
を
經
略
す
る
め
で
あ
る
が
い̂
の
渾
の
配
置
に
い
た
る
ま
で
、
信
渦
は
こ
：れ
金
記
;1
.
て
.ゐ
^
:の
；
 

で
：
淡

名

が

於

念

机

於

热

■

に
術
山
冗
i
 S,

で
あ
ら
ぅ
。
>
べ
:̂「

吱
那
旣
に
版
圖
忙
入
る
の
上
は
、
其
他
商
域
，
遥
辱
印
度
埵
ル
顿
ザ 

侏

離

嘗

、
：：
满

冠

離

糧

，
の

插

^

1
_

に

德.;
5
:
慕
办
皮
令
遲
れ
妒
籍
彌|.
1
|
!
)屬
も
沈
俱
僕
に
隸
せ
嚷
名
を-
ん
哉
-
^
^
^
^
^

く

ル

如

々

容

易
#

あ
：海

が

、
，

1

办

は

、
，
現

拒

の

日

沐

の

狀

態

に

拎

 

> て
行
ひ
得
べ
き
で
耽
な
い
タ
彼
は
こX 
.に
お
い
て
も
'、
ま
た
®
息 

せ
ざ
_る
を
#
.な
い
0.
で
あ
る
.が
、
こ
の
經
略
を
實
行
し
得
る
に
は
、
信
淵
の
家
學
た
る
經
濟
の
法
を
實
行
し
て
、
國
の
貧
强
を
計
ら
ね 

維

新

湔

後

芸

甘

名

領

吐

縯

張

論•

.

ーー-
ー
 

S

©
七)



濰
新
湔
後
に
お
け
名
部.
A激

艰

論

, 

1
1
5

 

(

四
四
八) 

ば
な
ら
’ぬ

デ

.
、

'

ぐ

:'
ン
.
、
：

' し

•：
 

：

<

'

.
•■
.

_

.

.

:
-

.
.

‘.

「

然

れ

，ど

も

將

祀

疆

外

，

1

事

有

ん1
す
.る

に

：は

、

先
4

能
く
內
地
を
邂
输
す
べ
し
、
其
根
柢p

堅
固
な
ら
ず
し
て
、
枝
葉
：の
繁
衍
す
：
 

•;
:

名

渚

は

、
、
康

は

本

傾

ぺ

の

患

^

發
す
る
こ
と
あ
り
フ
故
に
旧
本
洤
闺
め
地
理
を
講
明
し
、
山
梅
の
形
勢
を
辯
論
す
べ
し
、
凡
四
海
を 

パ
治
る
に
は
^

づ

都

，を

建

て

ず

ん

ば

あ

A

可
ら
ず
、
芘
都
.は
天
卞
の
根
本
次
る
を
以
て
形
勝
第
1

の
地
を
撰
ぶ
べ
し
、
：
：
卜
：に
說
た 

へ，

名
如
务
凍
«
靡

衝

薩
':
-:
:
«龙
慨
麵
^

難
逍
戰
犯
姻
霖
免
康
_

平

四

嗜

を

置

；ぎ
：

”

.ゼ
_

を

德

行

：て
：
つ

#

令
を
嚴
密
祀
す
る
.に
.
非

ざ

れ 

せ
-
,日
冰
佥
檲
を
我
手
足
の
如
く
自
由
に
す
る
こ
と
能
は
ず
、
若
夫
れ
自
國
の
運
動
猶
權
換
す
る
'亦
如
き
は
、
豈
他
邦
を
征
す
る
に 

.
:
'へ«

_

_
書
|

^
西
趣
项
_

_

_
ち
%

$

.四
省
府
も
^

_
設
け
”

_

濟
大
_

§

法
^

盛
に
開
け
、
；- ^

樹
多
く
貯
へ
、
及
粮
滿
溢
れ
、
武
器
錄
利
.にr

船
舶
旣
に
裕
足
し
、
軍
卒
旣
に
精
練
し
、
‘而
し
て
後
に
镟
て
海
外
に 

事
あ
る
べ
し
、」

(

同
上)

信
淵
の
い
ふ
と
こ
ろ
は
、
內
政
の
整
備
で
あ
り
、
國
內
の
開
發
で
あ
る
。
こ
の
國
家
管
通
に
ょ
る
方
法
の
行
は
れ
な
い
も
の
':と
す
れ 

ば
、
外
征
の
*

き
は
* 

1

.

0の
痴
人
め
夢
で
あ
^-
.

ぅ
0

か
く
て
、
彼
は
、
そ
の
經
濟
之
學
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
0

.

,

九
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:
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rf, 

,
 

- 

.

.

.
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sr
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.
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幕
永i

ハ
年

べ

リ

パ

提

省

米

施

を

指

都

，し

て

浦

賀

に

v>

た
る
と
、
上
下
驚
傅
龙
す
と
で
ろ
を
知
ら
ざ
る
有
樣
.で
あ
る
。
群
議
あ
：る
ひ
は 

開
戰
•
非
- ®

に
^

れ
、•
.攘
夷
•

_

に

分

也

た

。
ぃ
こ
；
の

$

き
に
.當
办
、ぺ
吉
田
松
陰
：は
、
敢
燃
時
流
を
拔
^<
.の
.意

見

を

持

つ

て

レ

た

の

.で
あ 

る
。

«

は
广
禮
時
の
米
國
杧
\3
:

飞
開
國
猶
商
の
要
求
が
、

神
功
皇
诟
以
來
靡
代

^

:

遣

%

^

ぃ
杏
な
さ
れ
た
賴
極
的
海
外
發
展

1

是
，の
意
義
を
異
贮
す
る
。
ヽ
前
者
は
遯
ん
：で
取
る
の
積
極
的
政
策
泠
杏
り
、

.進

ん

で

取

：つ
て
、
，

-.
«

女
外
民
に
衆
め
、
、
貢
を
心
が
國
に
奉 

ら

し

め

る

？
，
こ

>

忆
通
市
通
信
の
こ
と
が
起
る
。
今
日
の
國
勢
.は
、■
こ
れ
と
異.， 0

て
、*
外
夷
は
し
ば
-

^
遍
つ
て
、
頻
り
に
傲
搜
に
振 

舞
ひ
\>
わ
が
國
往
.唯
々
諸
々
通
市
通
信
そ
の»
に
逆
か
ざ
ら
ん
ご4
を
恐
’れ
て
ゐ
.̂0
こ
れ
は
昔
の
積
極
的
態
度
と
大
愈
る
■相
異
が

あ
.る
。
.わ
れ
^

-
は
がV

.

の
如
：き

態

度

を

先

.づ
村
破
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
の
が
、
吉
田
松
陰
の
立
場
で
あ
る
。

C

幽
囚
錄)

■

■ 

. 

- 

. 

' 

, 

. 

' 

■
.

.

.

.

.

當
時
ぬ
形
勢
は
眞
.に
危
機
.で
，
あ

っ

た-/
°

凇

際

は'%
西
屏
諸
國
が
東
洋
杧
據
^

こ
と
を
恐
れ
汰
ゐ
名
？
庙
咪
0
:例
:-
<
?
:',
1

>

て
^
近
き
は
害 

丨
を
與
れ
易
ん
"
'遠
き
は
"

と

れ

に

次

，

で

ゐ

た

と

，ぃ
ふ
べ

>
き

：で

あ

石

が

、
•近
時
の
交
通
機
關
の
發
達
は
、
海
外
萬
里
.の

地

も

，、
：
-
隣

同

様
 

と
な
0
.た
觀
が
あ
る
0
ゝ
こ
0

利
器
を
.應
用
し
て
-
*，ィ
ギ
リ
ス
が
交
那
を
寇
し
、
*

の
、上
支
，那

に

內

亂

が

あ

る

の

，で
、

そ

の

機

會

忆

乘

じ 

.て
、
、
西_洋

人
’が
.吏

那

に

，ょ

づ
'’た

らr

 

•恐

る

ベ

，
き
^
.
の

が

あ

る？
：
、
‘
.
. .

.

.

 

.

.
• ;•

‘

、
皇
和
之
爲
邦
。
位
干
大
海
中
。
而
萬
阈
拱
之
。
-
凡
地
之
勢
。
其
近
者
馮
害
劝
。
，：而
遠
者
次
之
®

是
宙
今
之
通̂

f
。

十M
船
艦
未
便
。

,
:

待
海
爲
險
。
渡
世
船*f

0
巧
。
航
海
.日
廣;°
古
之
，所
待
似
爲
險
者
。
：反
爲
賊
衝
矣
？
及次
輪
2

舶
作
。

其
利
鉻
巧
パ
其

行

嚷

，

.，
痛 

外
1
€里
::
9
直
‘爲

比

勝

。

於

是

乎

，タ

隔

海

者

.爲
患
養
七
而
接
陸
者
泯
是
ソ
神
州
之
西
ノ
爲
漢
土
。：
爲
海
中
諸
為
。
及
亜
弗
科
伽
之
喜
望 

.

餘
卞
其
隔
漢
土
夕
土
地
儳
次
产
人
及
衆
多
。
其
隔
海
而
近
者
也
。
|

调
有
英
廣
之
寇
。
有
明
裔
之
變
。
浩
使
洋
賊
蟠
踞
干
其
土
。
患
、
' 

害
有
不
可
勝
言
者
矣0
,じ(

幽
囚
滌)

,
.

”：

パ
、

.

か
v

<t
>
如
き
形
勢
に
あ
る
に机
ら
ず
、
わ
が
國
の
準
備
は
'
ー.向
に
收
來
て
ゐ
>

ぃ
，。
こ
の
#

樣
1

つ
■
て
：
し

て

は

、
國
家
0
た
め
痛
嘆 

に
耐
え
な
い
の
で
あ
る
。
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• 

'

 

'

雜

斯
#;
"

後

に

分

け

る

颔

出

換

張

論
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三

三
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四
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雜
省
靡
後
に
扣
け
る
領
出

擴
張
論 

- 

.

三
四

(

四
芄

0

ソ 

:
>,「

然
机
ば
來
辦
に
拟
必
定
ー
戰
に
及
ぶ
べ
し
。
然
る
に
太
平
の
氣
習
-<
?
:し

て

、

戰

は

萬

'代

の

後

迄

も

な

き

こ

と

の

様
に
思
ふ

も

の

多 

.
し

.°

觉
沸
可
噢
連
哉0
.
,今
識
艰
谏
之
_

癌
僅
に
五
六
ケ
月
の
观
な
け
れ
ば
、
此
際
に
乘
じ
、
嘗
儋
坐
薪
の
思
を

な

し

C

君
铒
上
下
.

一 

體
i
成K

備
を
な
す
欠

非
ず
.ん
ば
、
我
太
平
連
綿
の
餻
を
以.て

彼
の
百
鍊
千
磨
の
，夷
と
戰
ふ
こ
と
の
難
か

る

べ

し

。

蒞
不
然
し
.て

安 

然
#

-0
塒
は
、
不
可
追
0
悔
に
及
ぶ
べ
.レ
と
、
竊
..に
潙
國
家
舉
痛
心
也0
-|
-
.

(

囘
顧
錄)

■ 

' 

■.

.
 

今
=
!の
時
世
に
.お
'い
^

,-
'
德
川
*

府
は
、
外
爽
と
亙
布
猶
商
を
众!1
.
て
^

る
が
、、
徒
に
こ
れ
に
反
對
す
べ
：き
で
は
な
い
。
も

し

こ
れ 

に
反
：
對
し
て
•、
亙
市
を
北
め
る
な
ら
试
、
，そ
れ
は
わ
が
掘
が
信
義
を
破
る
の
で

^

つ
セ
、
決
し
て.採
る
べ
き
手
段
で
は
な
い
。
わ
が
國 

は
ノ
'

S

ま
そ

.
の
，
亙

市

を

な

し

つ

へ

，
、

そ
の

‘條
約
を
嚴
IE
に
.施
行
し
、.
そ
の
：間
に
、
的
を
盤
べ
、
外
に
展
び
る
進
取
の
態
度
を
採
つ

て

、 

琉
球
•朝

鮮

•
澈

洲
•
支

、
那
*
印

度

を

制

す

る

，
の

擧

に

m

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
，が
松
陰
の
久
坂
玄
瑞
に
答
べ
た

と

こ
ろ
で
.あ
る

。
.

•n

凡
英
雄
豪
傑
之
立
事
チ

天
-T

、
贻
謀
干
萬
世
ぺ
必
先
大
共
志
、
雄
共
略
、
察
時
勢
、
_

事

機

、

先

後

緩

急

、

先

宠

之

於

内

"

操

縮
 

:

張

弛

ン‘徐
應
之
於
外
い
今
也
德
川
氏、

/

己
與
ニ
虜
和
親
、
非
可
自
我
絕
ノ
自
我
絕
之
、
：是
自
失
其
信
氣
池
、‘
爲

今

之

計

、
.
不

若

識

彊
 

域
、，
嚴
條
約
？
以
覇
糜
二
虜
、■
乘
間
墾
蜋
夷
、
收
琉
球
、
取
朝
鮮
、：

」

拉
滿
洲
、
壓
支
那
、
臨
印
度
、
以
張
進
取
之
勢
、
以
國
退
守
之 

ノ
恶
;.
>

遂
.
，
神

功

之

所

未

遂

ノ

果

豐

：
國

之

所

未

果

也

。

」

.

(
幽

庚

文

庫
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V
 

!

.

か
く
の
如
-*
<

'
、
進
取
の
勢
を
張
る
.
と
い
；ふ
の
が
、
吉
田
松
陰
に
と
つ
セ
林
、
.一
つ
の
.國
家
坐
存
の
原
理
で
あ
る
。
發
展
膨
脹
の
法
則 

は
_
家
の
興
隆
の
理
で
あ
る
。

I

國
を
維
持
せ
ん
が
た
め
に
は
、
，單
.に
そ
の
所
有
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
失
.^

な
い
許
；

o

で
なV

、

こ
れ 

b

增
加
す
る
の
計
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
は
、
第
ー
へ
に
武
備
の
鑛
張
.で
ぁ
り
、
第
二
に
蜋
夷
地
の
開
拓
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

:

か
く
し
セ

、

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
オ
コ
ッ
ク
を

藓
ひ
、
琉
球
を
論
し
て
內
地
の
諸
候
の
如
く
な
ら
1

め
、朝
鮮
を
古
へ
の
.如
く
な
ら
し
.め
、 

北
は

滿
洲
、
商
は
_

、
B

宋
の
諸
島
を
收
め
る
。

か
く
の
如
く
し
‘て
、
杓
政
^

お
い
て
は
、
民
を
愛
.す
る
^

仁

政

，を

行

ふ

な

ら

ば

ぃ

, 

西

洋

諸

國

の

間

ヒ

あ

，
つ
て
、

自

國

の

自

由

を

確

保

し

、
進

取

0

行

動

を

行

ひ

得
.る
'の
で
.あ
..る
.
0國

家
.の

維

持

は

、

，
こ

の

點

を

劳

へ

な

.け

:

れ

ば

な.

ら

ぬ
。

-
■ 

■ 

' 

- 

- ' 

.

. 

‘ 

_ 

•

:
m;,

爾
彻
升
則
虑
_

僅
§

豫

邏

不

#

案
#

國
臂r

不
f

f

l
.其
所
有
-0
^

歟

赂
■
;

麗

疆

_

y

:
封

讓

候
■

驟

靈

黏

國

都

紙：̂

'
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%

ザ

漏
■

■

紫
_

藤

奮

.

h
e

宋

傭
1

:
_
乐

雅

取

之

勢
:1
0

激

纂

_

養
法
^

2

^
嬢
_

:;
°
:
則
^

座
干
：琊

爽t

聚
：之
中
。：

無P

擧
足
搐
手
。
而
圍
不
替
者
。
.其
幾
與
。」

(

幽
囚
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4

ぐ
：
 

5

:吉

，田

凇

陰

は

賓

に

が

;<
9

‘如
'^
進

取

的

立

場

に

あ
つ
、た
の
で
あ
る
。
，
わ
.れ

く

は

、
林
子
平
，本
多
利
明
•

佐

藤

信

淵

•
吉

田

松

陰

と

維
 

新
以
：g
lt

お
け
る
進
取
的
領
土
獷
張
論
者
を
論
じ
た
P

.
で
あ
‘
る
が
.、'
そ
の
职
本
は
、
わ
が
國
の
.
獨
立
發
展
に
あ
つ
；た
と
と
は
、
.
疑
の
“餘 

地
わ
^

>

と
へ
こ.
ろ
で
あ
_る
。
.こ
の
こ
•
と
は
ぃ
當
時
の
開
國
論
者
は
勿
論
.の
：
と
、
攘
夷
論
赛
の
間
に
あ
つ
て
も
、ま
た
し
か
り
で
あ
る
。

篤

恐

如

き

は

、「

外
國
の
奴
原
t

が
、
放
れ
島
べ
I

V

生
ご
し
や
く
'
I

f

す
る
と
、
驚
い
て
眉
I

め
な
ん
ど
す
I

 

が
，̂
名
。
こ
り
や 

一•
面
.は

か

な

い

愚

か

な

，こ

と

，で

ご

ざ

る

。

•
然
.れ
ど
:i

、
と

れ'は
、
御

國

；
<
.< D

底

心

か

ら

，さ

ぅ

で

な

い

。

；

：
共

外

國

ノ 

-
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>
>
:か

の

：
や

ぅ

に

•
思

4

, 0

も
、
實
は
外
國
び5

-
^

の
人
に
言
立
ら
れ
て
、

ち
■

.*
•

い

とか

ぶ

，
れ

る

ば

か

り

の
こ
と
で
、
S

の
心
に
，
は

i:

新
前
後
.
に
'
お
^
る
領
土
擴
張
論

、
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S
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維
新
^
後
に
.ぉ
，け
，る̂

土
满
:̂
^

# 

1

一

j

六
，

(

塁

I
V 

拙
國
4
4神
«

上
や
。
我
等;4
神

**
じ
や
、
何
ぞ
，毛
唐
人
め
が
、
戎
狄
ど
も
め
が
、
刺
程
の
こ
と
を
仕
出
す
も
の
か
、
龊

fc
ら
し
て
や
る 

ガ
^

い
炎
ど
'\
い
ふ
*

^

4

;け

,1
.
か
ら
ぬ
强
い
も0
が
底
に
有
て
、
,-
*
:腰
ぬ
け
は
御
國
に
限
つ-て

一

人

も

有

る

ま

い

で

ご

ざ

る

」(

古 

:-
a

4

<:̂〉

.-
i

!v
>
ふ
が
如
き
观

.々た
る
意
識
に
燃
ぇ
て.ゐ
た
の
で
あ̂

、
藤
田
幽
谷
は
、
文
政
七
年
英
國
捕
鲸
船
の
常
陸
大
潢
濱
に
上
睦
‘ 

■̂
た
と
き
*
食
時
十
九
歲
の
そ
の.于

東

湖

に

對

し

て
.、

次

の

、
如

く

戒

め

，
て

‘ゐ
る
。

:

-
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'

「
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烈
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檲
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藩
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あ
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.
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ら
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あ
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。
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